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            午前１０時００分 開議 

○議長（松村幸治君） 現在の出席議員は１９名で定足数に達しており、議会は成立しま

した。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付いたしてあります日程表のとおりです。 

 これより本日の日程に入ります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 市政に対する一般質問 

○議長（松村幸治君） 日程第１、市政に対する一般質問を前回に引き続き行います。 

 まず初めに、４番後藤修君の一般質問を許可いたします。 

 後藤修君。 

 

○４番（後藤 修君） おはようございます。 

 ただいまから４番後藤修が一般質問をいたします。 

 早速ですが、質問に入りたいと思います。 

 今回の質問は、大きく分けて３問の質問をさせていただきます。１問目はケーブルテレ

ビについて、２問目は選挙について、３問目はごみ問題についてです。 

 まず、１問目のケーブルテレビについてです。 

 阿波市では、電気通信事業者として以前はソフトバンク株式会社と契約していました

が、現在は株式会社ＳＴＮｅｔとなっています。プロバイダーの利用も、私の周りではＳ

ＴＮｅｔしか聞きません。そのあたり少し調べてみました。ＡＣＮホームページのＱ＆Ａ

を見ると、阿波市でインターネットをしたい場合はＳＴＮｅｔとＰｉｋａｒａとしか契約

できないのですかという質問の答えでは、いいえ、そのようなことはありません、他社通

信事業者様のサービスもありますので、お客様ご自身で判断してくださいとありました。

しかし、多くの市民の皆さんがプロバイダーについて独占的なイメージを持っていること

は変わりません。 

 そこで、１点目の質問として、プロバイダーについて独占的なイメージとなっている

が、事業者を選べるようになっているのか。 

 ２点目の質問では、データ放送についてお聞きします。 

 現在、ケーブルテレビでデータ放送を行っているのは、けーぶる１２の１２１チャンネ
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ルだけです。それも、放送内容やイベント紹介程度です。阿波市のＡＣＮの独自番組、自

主デジタル放送の１１１チャンネルと文字放送のみの１１２チャンネルでは、データ放送

を持ち合わせていません。自主デジタル放送では、昼夜を問わずいろいろな取材をし、ま

た最近では、ドローンなどの空撮での撮影をされた阿波市の四季をお茶の間にいながら楽

しむことができます。文字放送のみの１１２チャンネルでも、行政からのお知らせなど市

民生活に欠かせない情報を提供しています。 

 しかしながら、この２つの放送では必要な情報を必要なときに見ることはできません。

自分に必要な情報がいつ流れるか分からないのが現状です。データ放送は違います。デジ

タルテレビをご覧の方は、リモコンのｄボタンを押すだけで簡単にデータ放送画面を表示

できます。アナログ放送からデジタル放送へ阿波市ではどのような検討をしているのか、

お聞きしたいところです。 

 質問の２点目、データ放送の実施について検討されているのか。 

 以上、２点を順次答弁願います。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） おはようございます。 

 それでは、後藤議員の一般質問の１問目、ケーブルテレビについて２点ご質問をいただ

いておりますので、順次答弁をさせていただきます。 

 初めに、１点目のプロバイダーについて独占的なイメージとなっているが、事業者を選

べるようになっているのかについてでございます。 

 本市では、平成１７年から平成１９年の３か年で、ケーブルテレビ施設をはじめ光ファ

イバー網を市内全域にわたり整備を行いました。整備した光ファイバーのよりよい活用を

目的として、音声告知機をはじめ、インターネットやＩＰ電話サービスを提供するに当た

り、使用権を取得する登録電気通信事業者の同意なしには契約を破棄することができない

ＩＲＵ契約について事業者選定を行った結果、本市では前電気通信事業者であるソフトバ

ンク株式会社との間で、通信サービス提供事業者として平成１９年度に契約を締結し、以

降１０年間、これらのサービスを提供してまいりました。その後、平成２９年度末の契約

満了に伴い、通信事業者を公募した結果、現在は提供事業者として株式会社ＳＴＮｅｔを

選定し、阿波市議会の皆様のご承認をいただき、引き続き市民の皆様へ切れ目のないサー

ビスの提供を行っているところでございます。 

 また、通信事業者の変更に伴い、主たるプロバイダーにつきましてもより高速な商品を
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提供できるようになっております。一般的に、本市内で利用できるプロバイダーは現在多

数あり、市民の皆様のご判断により決定していただくものとなっておりますが、ケーブル

テレビ網を利用してのプロバイダーは、ＩＲＵ契約を結んでいる電気通信事業者側が定め

ることとなっており、契約上１つの選択のみとなっております。 

 次に、２点目のデータ放送の実施について検討されているのかについてでございます。 

 現在、阿波市ケーブルネットワークＡＣＮでは、民放、ＮＨＫ、ＢＳチャンネルのほ

か、自主放送番組としまして自主デジタル放送の１１１チャンネル、文字放送のみの１１

２チャンネル、徳島県内のケーブルテレビ局で構成されておりますけーぶる１２の１２１

チャネルを放送しております。その中で、自主デジタル放送の１１１チャンネル、文字放

送のみの１１２チャンネルでは、台風などの緊急時に市民の皆様に避難所などの状況を迅

速にお伝えできるよう、テロップを用いてのＬ字放送を放映しております。 

 議員ご質問のデータ放送につきましては、現在民放各局でもデータ放送を活用し、視聴

者に選択形式により見える形で数値化するなど、参加型の情報発信が多く取り入れられて

おります。総務省の調査結果では、熊本地震時には地上波放送による一貫した情報発信が

有効的であり、特に発災時から復旧期に向けて、Ｌ字型画面やデータ放送を活用したテレ

ビ画面上での生活情報や行政情報など、地域に密着した情報の提供についての評価が高い

とされています。また、これらのことから本市では、緊急時など行政からの情報発信につ

きましては、即時性、正確性を要する事案も多いと考えております。今後の阿波市ケーブ

ルネットワークＡＣＮでのデータ放送の在り方につきましては、気象情報や交通情報など

の外部有料情報のほか、自主放送の災害特別番組の予告など、財政面、運用面も考慮しな

がら幅広い観点から検討してまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 後藤修君。 

○４番（後藤 修君） 坂東企画総務部長より順次答弁いただきました。 

 １点目の答弁では、ＳＴＮｅｔのサービスではより高速な商品が提供できる、またプロ

バイダーも選択が可能であることが分かりました。しかしながら、民間事業者の光回線が

近くにない場合は、選択のしようがないことも聞いています。メールアドレスについても

商売などの付き合いで簡単に変更できず、別にメールアドレス維持のためにお金を払って

いるケースもあると聞いています。阿波市独自の光回線でも、民間に貸すなどの検討もお

願いいたします。 
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 ２点目の答弁では、ＡＣＮの２チャンネルについて、台風などの緊急時に、避難所など

の情報についてテロップを用いてＬ字放送していることも分かりました。私も以前見たよ

うな記憶があります。また、データ放送について、生活情報や行政情報、さらに気象情報

や交通情報を含めて情報発信できるように、財政面も考慮しつつ検討するとの前向きな答

弁をいただきました。最終的には、阿波市ケーブルテレビ放送番組審議会で検討されるも

のであると思いますが、そこで再問として、阿波市ケーブルテレビ放送番組審議会の委員

でもある町田副市長にお尋ねします。 

 再問として３点目、ケーブルテレビの今後の方向性について答弁願います。 

○議長（松村幸治君） 町田副市長。 

○副市長（町田寿人君） 後藤議員の一般質問の１問目、ケーブルテレビについての再

問、ケーブルテレビの今後の方向性について答弁させていただきます。 

 最初に、阿波市のケーブルテレビ整備事業は、平成１７年４月１日の阿波市誕生後の重

点事業の一つとして、「新市まちづくり計画」に掲げた地域の情報、通信ネットワークの

充実に基づきまして、平成１７年度から平成１９年度の３か年で、総事業費約４２億円

で、財源といたしましては、国や県の合併補助金、合併特例債などを有効活用いたしまし

て、光ファイバー網、施設内の機器、音声告知機などの整備を実施いたしました。そし

て、管理運営に関しましては、平成２０年度と平成２１年度は阿波市直営で管理をいたし

まして、その後に将来にわたる市民サービスと情報発信等の継続性を、行政と民間の適切

な役割分担のもと、効率性、専門性や行政責任の確保を考慮した結果、平成２２年度より

指定管理者制度を導入いたしまして現在に至っております。 

 次に、現在のケーブルテレビの加入率につきましては市内世帯全体で約９２％となって

おり、市内全域において、民放やＮＨＫ、近畿圏内の一部の放送、ＢＳ、ＣＳ放送等、そ

してメインでございます自主放送番組を放送しております。先ほど後藤議員から紹介があ

りましたように、私自身も学識経験者や各種団体の代表で構成される阿波市のケーブルテ

レビの放送番組審議会に長年委員として携わってまいりました。このような視点から将来

の方向性を考えますと、今後はＤＸの流れのもと、ＩＣＴの発達や４Ｋ、８Ｋ放送のさら

なる普及により、テレビ放送を高解像度で快適に視聴でき、速度環境に至っては、５Ｇの

通信サービスでの配信など、放送技術は日々進化していくものと考えております。しかし

ながら、阿波市のケーブルテレビは公設でありますので、民間と違い様々な制限や費用対

効果を考慮することが重要でございます。それらを把握しながら、今後も時代の潮流を把
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握し、引き続き自主番組の充実のため、先ほど議員も申しました現在ドローン映像なども

取り入れておりますが、これら新たな技術をさらに充実させるとともに、県内のケーブル

テレビ各局との連携によるコンテンツ配信なども行うことで、より魅力のある番組づくり

を実施していけたらと思っております。そして、情報発信において、今後も地域密着型の

本市のケーブルテレビとして市民の皆様から評価されるよう、鋭意事業の向上に努めてま

いります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 後藤修君。 

○４番（後藤 修君） 町田副市長より答弁いただきました。 

 合併特例債を活用して光ファイバー網の整備をしたこと、サービス情報発信を持続的に

維持するために、平成２２年から指定管理制度による運用へ変更したことが分かりまし

た。そして、現在加入率が約９２％と高いことも分かりました。今後においても、自主放

送番組の充実や最新技術の活用のドローン映像なども取り入れ番組づくりを実施する、ま

た地域密着型ケーブルテレビとして事業向上に努めるとの答弁をいただきました。期待し

ております。 

 ここで、今回の質問に関係した資料が一部手元にありますので、見ていただきたいと思

います。 

 データ放送についてです。市民の皆様に分かりやすく説明するために、今回も夜なべを

してパネルを作ってきました。（パネルを示す）これは、愛知県日進市のケーブルテレビ

のデータ放送部分を抜き出したものです。行政からのお知らせ、日進市、十字キーで３つ

のメールを選択できるようになっています。下には、青、気象情報、赤、ライブカメラ、

緑、防災情報、黄色、防犯情報となっています。右上にライブカメラの映像もあります。

日進市のお知らせメールを選んだとして、次のパネルに移ります。（パネルを示す） 

 にっしんお知らせめーるを開けると、新型コロナウイルス感染情報や、地域福祉課から

の情報がすぐに見られます。次に、赤のボタンを押してみるとライブカメラの映像に変わ

りました。（パネルを示す）ここでは、主要交差点の状況が見えます。朝の通勤に、道路

の混雑情報として活用できます。右上は、中学校付近の映像です。子どもたちの通学の安

全・安心も気になるところです。右下の映像は、河川、ため池が映っています。台風や大

雨のときに、家から出なくても外の状況が分かります。そのほかにも、地域の天気予報や

道路情報、ラジオ、警察からのお知らせや、防災、防犯情報のＱＲコードなどの情報が満
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載です。限られた財源から何を優先するかは大事なことです。便利だから作るという考え

方もあると思います。しかし、南海地震や台風などの災害は、場所も時間もなく襲ってき

ます。安全・安心なまちづくり、正確な情報を市民の皆さんに提供できる仕組み、その一

つがデータ放送ではないでしょうか。参考にしていただければと思います。 

 次の質問に移ります。選挙についてです。 

 現在の選挙では、多くの方が期日前投票所を利用するようになっています。阿波市で

も、以前は阿波農村環境改善センター、旧阿波市役所北側、土成コミュニティセンター土

成支所西側の２か所にありました。現在は庁舎の１か所です。土成、吉野、阿波町の市民

からは、期日前投票所が遠くなったとよく言われます。また、選挙のポスター掲示場につ

いてもたくさんあるが、本当に必要なのかという声もいただいています。 

 （パネルを示す）このパネルは、阿波市のポスター掲示場を表した地図です。左上に書

かれているように、吉野地区２１か所、土成地区２６か所、市場地区４０か所、阿波地区

３５か所の合計１２２か所となっています。吉野地区で小さく赤丸で囲んだところ、福島

歯科付近では、１５０メートル四方に３か所の掲示場、市場地区でも町筋では１００メー

トル四方に３か所の掲示場があります。 

 そこで、今回の質問に入りたいと思います。 

 １点目として、期日前投票所として大型ショッピングセンターや高等学校に設けること

はできないのか。２問目の質問として、選挙ポスター掲示場の設置について、掲示場の数

を減らせないか、以上２点を順次答弁願います。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 答弁をさせていただく前に、選挙管理委員会に係る質問

に関しましては、阿波市選挙管理委員会委員長の承諾をいただいておりますので、本日は

私のほうから答弁をさせていただきます。 

 それでは、後藤議員の一般質問２問目、選挙について２点ご質問をいただいております

ので、順次答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の期日前投票所について、大型ショッピングセンターや高等学校に設ける

ことはできないのかのご質問に答弁をさせていただきます。 

 初めに、期日前投票制度につきましては、選挙人の利便性や投票環境の向上を図る有効

な手段として認識しているところでございます。本市におきましても、期日前投票所を市

役所１階の市民情報スペースに設置し、過去４年間に執行された選挙では投票率全体の約
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１５％を占めております。議員ご質問の大型ショッピングセンターや高等学校での期日前

投票所の設置につきましては、これまでも調査研究し、検討を行ってまいりましたが、ネ

ットワーク環境の構築をはじめとする二重投票防止策の徹底、投票の秘密保持が可能な投

票所スペースの確保、投票箱、投票用紙などの保管場所の確保や人員の配置など、多くの

課題がございます。また、高等学校への設置につきましては、このような課題に加え、設

置時期により授業や行事等の調整が必要となることから、設置は難しいものと考えており

ます。 

 次に、２点目の選挙ポスター掲示場の設置について、掲示場数を減らせないのかでござ

います。 

 選挙ポスター掲示場の設置等につきましては、公職選挙法施行令において、公衆の見や

すい場所に設置しなければならないとされており、設置数につきましては、投票区ごとの

選挙人名簿登録者数及び面積の基準により設置数が定められております。この基準に基づ

き本市の設置数を算出しますと、市内に１４１か所の選挙ポスター掲示場を設置する必要

があります。一方、山林地域や河川区域など特別な事情がある場合には、県選挙管理委員

会と協議の上、ポスター掲示場の数を減らすことができると定められており、本市ではこ

のような状況も考慮した上で、現在のところ市内に１２２か所設置しております。 

 今後におきましても、選挙ポスター掲示場の設置数につきましては、人口密度、地勢、

交通等の事情を総合的に考慮して現在の設置数となっていることから、現在の設置数を維

持してまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 後藤修君。 

○４番（後藤 修君） 坂東企画総務部長より答弁いただきました。 

 １点目の答弁では、期日前投票にて投票率の約１５％を占めており、市としても選挙人

の利便性や投票環境の向上について有効な手段として認識し、調査研究し、検討を行った

ことが分かりました。質問させていただきました大型ショッピングセンターや高等学校に

ついては多くの課題があり、今すぐの実現は難しいことも分かりました。 

 しかし、平成の大合併で投票難民という言葉も最近出てきています。他の自治体の取組

として、移動式期日前投票所を導入するケースも増えていきます。ある自治体では、移動

投票所として公用車を改造したもので、車の荷台には記載台と投票箱が乗せられ、地域の

集会所を巡回し、有権者が訪れて投票するという仕組みで、過疎が進む地域で投票の機会
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を確保しようとしています。今回の質問では、大型ショッピングセンターや高等学校と限

定しましたが、移動投票所なども含めて今後も調査研究し、検討していただければと思い

ます。 

 ２点目の答弁では、法令では１４１か所の選挙ポスター掲示場を設置する必要があるよ

うですが、特別な事情がある場合として、阿波市では１２２か所と基準より１９か所少な

いことが分かりました。法令遵守は大事なことではありますが、公職選挙法は昭和２５年

にできた法令であり、現状とはかけ離れた環境になっています。公衆の見やすい場所とし

て道路の歩道付近で提示されているのもよく見ますが、必然的に交通量の多い場所に設け

られ、事故を誘発する可能性も高い場所と考えられます。市職員の皆さんが選挙ポスター

掲示場の設置場所確保にご苦労されていることも、重々承知しております。しかし、多く

の市民の皆様が望まれているのは、現在の設置数を減らして、その費用をもって期日前投

票所を充実してほしいとの願いだと思います。この２点の質問について今後も検討してい

ただければと思います。 

 これでこの項の質問を終わります。 

 次の質問に移ります。ごみ問題についてです。 

 新ごみ処理施設の質問は、これまで幾度となくしてきました。今回は、阿波市民の皆さ

んの負担に関わる処理費用、コストについて質問いたします。本日の最後にも、川人議員

から新ごみ処理施設についての質問があると聞いておりますので、私からはこの１点の質

問とさせていただきます。 

 質問として、新ごみ処理施設について、１トン当たりのごみ処理費用は現状と比較して

どのように変わるのか、以上答弁願います。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 後藤議員の一般質問の３問目、ごみ問題についての１点目、

新ごみ処理施設について、１トン当たりのごみ処理費用は現状と比較してどのように変わ

るのかについて答弁をさせていただきます。 

 現在稼働中の中央広域環境センターにおける１トン当たりのごみ処理費用については、

令和２年度の決算額で算出をいたしますと約４万５，０００円となっております。一方、

新ごみ処理施設における１トン当たりのごみ処理費用については、中央広域環境施設組合

が実施した令和３年度ごみ燃料化施設好気性発酵乾燥方式の整備に係る事業方式等検討業

務において調査をしており、約２万５，０００円から２万８，５００円になるものと報告
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を受けております。現在稼働中の中央広域環境センターと新ごみ処理施設のごみ処理にお

ける１トン当たりの処理費用を比較いたしますと、新ごみ処理施設が低コストとなること

から、稼働開始後の組合を構成する阿波市、板野町、上板町への財政面での負担が少なく

なるものと考えております。新ごみ処理施設の稼働により財政負担を少しでも減少させ、

本市が掲げる様々な目標達成に向け貢献できるように努めてまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 後藤修君。 

○４番（後藤 修君） 矢田市民部長より答弁いただきました。 

 令和２年度の決算額で見ると、１トン当たり４万５，０００円と、過去と比べると若干

安くなっています。しかしながら、新ごみ処理施設での処理では、１トン当たり約２万

５，０００円から２万８，５００円と、１万６，５００円から２万円と約４割以上安くな

る計算です。阿波市から排出される年間１万トンの処理だと、１億６，５００万円から２

億円程度のコストダウンになる計算です。当然、このようなお金の一部は地元の周辺対策

に使われるべきだと思いますが、また昨日原田定信議員の提案のそよかぜ広場の遊具の整

備等にも利用できるものだというふうに思います。ほかにも、高齢者や障害者の粗大ごみ

の収集支援や、雑紙を指定ごみ袋と交換するようなリサイクル支援などにも考えられると

思います。このような支援を提案することにより、さらにごみ処理施設について多くの市

民の理解が得られるのではないでしょうか。検討いただければと思います。 

 最後に一言、発言の機会を与えていただいた市民の皆さん、本当にありがとうございま

す。これで４年間、１６回目の全ての私の質問を終わります。 

○議長（松村幸治君） これで４番後藤修君の一般質問が終了いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午前１０時３５分 休憩 

            午前１０時４７分 再開 

○議長（松村幸治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、９番笠井一司君の一般質問を許可いたします。 

 笠井一司君。 

 

○９番（笠井一司君） ９番笠井一司、一般質問をいたします。 

 任期最後の定例会での質問となりました。できるだけ多くの部局にまたがるよう、また
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一般質問ですので重なる質問も多いと思いましたので、６項目の質問を提出いたしました

が、年度末であり、お忙しい方も多いと思われますので、できる限り簡潔に質問したいと

思います。 

 まず、開会日冒頭の市長の行政報告で、令和４年度の当初予算及び主要事業などの今後

取り組む市政の主要課題等についてご報告がございました。阿波市の財政運営、財政状況

については、常に関心を持っていかなければならないと思っております。 

 そこで、第１点目は通年予算であります。当初予算に関連して、阿波市の財政状況につ

いてお伺いしたいと思います。 

 １点目ですけども、義務的経費が増加傾向にあるが、市の財政状況をどう見ているの

か、また将来の見通しについてお伺いしたいと思います。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 笠井一司議員の一般質問１問目、財政状況について、義

務的経費が増加傾向にあるが、市の財政状況をどう見ているのか、また将来の見通しにつ

いて伺いたいについて答弁をさせていただきます。 

 当初予算における義務的経費につきましては増加傾向にあり、直近３か年では令和２年

度９７億７，１４１万６，０００円、令和３年度９８億２，９５３万円、令和４年度９９

億９，０８４万９，０００円となっております。増加の要因といたしましては、高齢化の

進行等による社会保障費の増大に加え、会計年度任用職員制度の導入により、今まで臨時

職員として雇用された方の経費が、物件費という消費的経費とされるものから、人件費と

して取り扱われるようになったことが上げられます。さらに、幼保連携型認定こども園の

民営化に伴い、施設に対し運営の委託費として支払われる施設型給付費が扶助費として計

上するようになったことも、義務的経費の上昇の大きな要因となっております。また、令

和４年度一般会計当初予算における義務的経費の増加の大きな要因といたしまして公債費

があり、前年度と比較して１億１，３３３万７，０００円増加しております。これは、令

和元年度に未来の礎として認定こども園などを整備し、その財源として借入れを行った合

併特例債の元金償還が開始されるためでございます。公債費の上昇につきましては十分な

注意が必要ですが、合併特例債につきましては、元利償還金の７０％が普通交付税の基準

財政需要額に算入されますので、令和４年度の公債費の上昇が直ちに財政の悪化につなが

るものではないと考えております。 

 今後におきましても、令和４年度から新たに借入れが可能となる過疎対策事業債をはじ
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め、合併特例債、緊急防災・減災事業債などの普通交付税に算入される有利な財源を積極

的に活用しながら、時間外勤務手当の縮減による人件費の抑制を図るなど、義務的経費の

削減を図ってまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） ただいまご答弁をいただきました。 

 義務的経費は、令和３年度と比較して約１億６，０００万円増大していますが、これは

高齢化の進行等による社会保障費の増大など、また分析の変更などもあったようですが、

特に令和４年度の大きな要因として、公債費が約１億１，０００万円余り増加しておりま

す。公債費の増加は、令和元年度の認定こども園整備のための合併特例債の償還開始によ

るもので、元利償還金の７０％が普通交付税に算入されるため、直ちに財政の悪化につな

がるものではなく、今後とも、例えば昨日議論となりました過疎債などの有利な財源の積

極的な活用と経費の削減により対応していくということでございます。 

 そこで、厳しい財政運営の中ではありますが、これまで整備を行ってきたハード事業は

一段落したということでもあり、市債の状況を見てますと、その残高が私が初めて議員と

なりました平成２６年度末で２５３億円、２７年度末で２４３億円、２８年度末で２２８

億円、２９年度末２１８億円、３０年度末２０５億円、令和元年度末２１１億円、令和２

年度末２１０億円、令和３年度末の見込額ですけれども２０２億円と、減少傾向で経過し

てまいりました。令和４年度末当初予算での年度末見込額が１９０億円と、ようやく２０

０億円を下回ることとなりました。２００億円というのは阿波市の予算のおおよそ１年分

に相当する金額でございますので、一つの目安になるのではないかと思っております。 

 そこで、市の財政状況についての再問ですが、２としまして、２年度末の市債残高が…

…。失礼しました、年度末の市債残高がようやく２００億円を下回る見通しとなりまし

た。今後の市債の償還予定と市債残高の見込みを伺いたいと思います。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 笠井一司議員の一般質問１問目、財政状況についての再

問、年度末の市債残高がようやく２００億円を下回る見通しとなった。今後の市債の償還

予定と市債残高の見込みを伺いたいについて答弁をさせていただきます。 

 令和４年度一般会計当初予算の償還金は２５億５，０００万円を計上しておりますが、

令和５年度の償還金は令和４年度と比較して１億２，０００万円減の２４億３，０００万
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円、令和６年度ではさらに１億８，０００万円減の２２億５，０００万円を見込んでおり

ます。一方、令和４年度当初予算編成後の市債残高につきましては、令和３年度末見込額

から１２億５，０００万円減少し、１９０億１，０００万円を見込んでおります。主な要

因といたしまして、合併特例債、臨時財政対策債の償還が進み、合併特例債につきまして

は５億９，０００万円減の９２億円、臨時財政対策債については４億２，０００万円減の

６６億７，０００万円を見込んでおります。 

 今後の市債残高につきましては、令和５年度末では１７７億１，０００万円、令和６年

度末では１６５億８，０００万円と試算しております。償還額、市債残高それぞれ減少傾

向でありますが、将来の負担が過度にならないよう、必要な事業には十分な予算配分を行

った上で、市債の借入れが真に必要な事業かを精査し、バランスの取れた予算編成を行っ

てまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） ただいまのご答弁のように、合併特例債と臨時財政対策債の償還

が進み、令和６年度末には市債残高は約１６６億円になると試算しているとのことであり

ます。今後も、しばらくは多額の公債費の支出が必要です。また、今後老朽化した公共施

設の維持管理経費も必要でありますので、歳入の確保と経費の削減に努め、慎重な財政運

営が求められますが、一方で現在の基金残高が約１３６億円ということも考えますと、市

の財政状況はひとまずは安心かと思われます。 

 次に、来年度はソフト事業を中心として進めるということですので、新年度の新規事業

についてお聞きしようと思います。 

 行政のデジタル化につきましては、昨日藤本議員のご質問がありましたが、私もこれま

でに何度か質問させていただきました。そして、阿波市では、今年度の機構改革で阿波市

の情報化、デジタル化の推進のため市政情報課を設置し、積極的に取り組んできており、

今年度の新規事業として、市長の行政報告に行政デジタルトランスフォーメーション推進

事業がございました。 

 そこで第２点目、行政デジタルトランスフォーメーション推進事業について、事業を進

めることで市民の利便性の向上やサービスの迅速化を図るということですが、どのような

点を改善しているのかお伺いします。昨日の藤本議員の質疑と関連するところもあります

けれども、どうかよろしくお願いいたします。 
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○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 笠井一司議員の一般質問２問目、行政ＤＸ、デジタルト

ランスフォーメーション推進事業について、利便性の向上やサービスの迅速化を図るとい

うことだが、どのような点を改善するのかについて答弁をさせていただきます。 

 近年、社会のデジタル化が急速に進んでおり、自治体のＤＸ分野におきましても、デジ

タル化に対応していかなければならない状況にあります。そのため、本市では従来紙での

申請のみで受け付けておりました子育て関連１５手続、介護関連１１手続につきまして、

オンラインによる申請も受付できるよう住民情報システムの改修を行い、またオンライン

で申請されたデータも安全に送受信できるよう、令和４年度中にサーバーの追加、ネット

ワークの変更などを行う予定としております。本整備を行うことで、市民の皆様にはマイ

ナンバーカードと、マイナンバーカードの読み取り、個人認証が可能なスマートフォンが

あれば、いつでもどこでもオンラインでの手続の申請が可能となります。一方、行政側の

メリットとしましては、申請内容がデータで送付されてきますので、住民情報システムへ

データのまま取り込むことが可能となり、手入力や印刷などの作業が省力化され、より事

務の効率化が図れるようになります。 

 今後におきましても、ＤＸに関する事業につきましては、市民の皆様の利便性を考え、

行政サービスが向上するよう鋭意取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） 子育て関連、介護関連について、これまで紙のみの申請であった

ものをオンラインでの申請も可能にするということで、大きな改善が図られるようです。

行政内部のデジタル化を図ることも重要ですが、一方で利用者である市民の利用のサポー

トも必要かと思います。例えば、代表的なものとしてｅ－Ｔａｘ、これは市のシステムで

はないんですけども、かなり普及はしてまいりましたが、私はまだできません。目的のサ

イトにどうやって入っていくのか、パスワードは何だったか、どうやって必要な書類を作

ったらいいのか、添付書類はどうするのか、ちゃんと送信できているのか、情報は心配な

いのか、また年１回のことでもあります。そういうことを考えますと、紙で提出する申告

書には絶大な安心感があります。また、昨年のコロナウイルスワクチンも、電話での申込

みが殺到し、一部に混乱が見られましたが、ネットでの利用がもっと普及しておればとい

うことも思います。 
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 そこで、今後のデジタル化を進める上で、利用者である住民の申請手続等をサポートす

ることも必要と思いますが、どう考えるのかお伺いいたします。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 笠井一司議員の一般質問２問目、行政ＤＸ、デジタルト

ランスフォーメーション推進事業についての再問、利用者である住民の申請手続などをサ

ポートすることも必要と思うが、どう考えるのかについて答弁をさせていただきます。 

 行政のデジタル化に伴い、今後各種手続につきましてはオンラインでの申請が可能とな

りますが、従来どおり紙での申請手続も並行して行われます。また、お使いのスマートフ

ォンの種類や接続環境、マイナンバーカードのパスワードロックなどによりオンライン申

請ができない場合も考えられます。これらの問題を解決するため、特に煩雑な操作につき

ましては、担当課を含め市政情報課内の情報システム担当とも連携しながら、一例を挙げ

ますと、各地域へ職員が出向き、手続講座の開催やＡＣＮを利用しての説明コーナーなど

工夫を凝らした支援を行い、市民の皆様にデジタル化を体感していただけるよう、しっか

りと取り組んでまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） ただいまのご答弁では、オンラインによる申請と紙での申請、両

方並行して行えるということですので非常に安心ではありますけれども、オンラインでの

申請は、慣れない者にとっては非常にハードルは高いものと思います。手続講座の開催

や、ＡＣＮを利用しての説明による支援を行いたいということですので、市民が使いやす

いものになって初めてデジタル化が有効なものとなりますので、今後の市民への普及にも

ご努力いただくようお願いいたします。 

 次に、３点目として、障害者福祉費についてお伺いいたします。 

 障害者福祉費は、今年の当初予算では約１４億円を占めている重要な予算であり、事業

であります。私も、過去に１年だけ福祉行政に携わったことがありますが、福祉行政は高

齢者福祉、障害者福祉、児童福祉、母子福祉、人権問題、介護問題、低所得者対策など非

常に幅広く、内容も複雑で、その多くが国の施策によっている行政運営でございます。そ

のため私も十分分かってはおりませんが、今回その中で、特にこれまであまり質問で取り

上げられてこなかった障害者福祉についてお伺いしようと思います。 

 そこで、障害者に対する福祉行政は、障害の種別や程度によって人それぞれ細かい対応
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が必要であります。阿波市としてどのような施策を展開しているのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（松村幸治君） 寺井健康福祉部長。 

○健康福祉部長（寺井加代子さん） 笠井一司議員の一般質問３問目、障害者福祉につい

ての１点目、障害者に対する福祉行政は、障害の種別や等級によって人それぞれの細かい

対応が必要である。市としてどのような施策を展開しているのかについて答弁させていた

だきます。 

 本市では、障害者施策として、障害者基本法に基づく全ての人が相互に人格と個性を尊

重する共生社会を実現することを目的とした阿波市障がい者計画、障害者総合支援法に基

づく障害福祉サービス、相談支援の種類ごとの必要量の見込み及び確保の方策、地域生活

支援事業の実施に関する事項等を定めた阿波市障がい福祉計画、児童福祉法に基づく障害

児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に関する計画を定めた阿波市障がい児福

祉計画の３つの計画を個別の法律により策定しております。本市における計画では、「み

んなが輝き合う自立と共生のまち、あわ」の基本理念のもと、障害福祉サービスの充実を

図っており、今後この３つの計画を令和５年度に見直し、計画の一本化を行う予定として

おります。 

 議員ご質問の障害者に対する福祉行政において、市としてどのような施策を展開してい

るのかについてでありますが、まず障害福祉サービスとして、ホームヘルパー等が介護や

家事援助等の必要な援助を行う訪問系サービス、通所等により必要な介護や訓練等を提供

する日中活動系サービス、施設等で必要な援助を提供する居住系サービスがあり、事業所

との連携を図りながら、サービス提供基盤の確保に努めております。加えて、地域生活支

援事業では、成年後見制度の利用に際して費用等の助成をする成年後見制度利用支援事業

や、必要な情報提供や助言等を行う計画相談支援など、サービス提供事業者等との連絡調

整を行っております。さらに、障害児支援として、発達の気になる子どもに対して、日常

生活の基本動作や指導、知識や技能の提供、集団生活への適応等の支援を行う児童発達支

援や放課後等デイサービスなど、障害児通所支援サービスの提供体制の充実を図っており

ます。 

 また、本市では、一般就労が難しい障害のある人に働く場を提供する就労支援は重要施

策の一つと考えており、福祉施設から一般就労への移行等の推進に努めております。具体

的には、就労支援の利用促進を図る必要があることから、農業従事者の高齢化や働き手の
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不足という農業者側の需要と、障害者側の就業率や、経済的自立が難しいという福祉側の

需要から、農業生産活動に携わる農福連携の取組を推進しております。今年度、旧大俣保

育所の跡地を利活用して、農福連携の就労支援事業所１団体に新規参入していただきま

す。今後におきましても、事業所や関係機関等と連携し、障害者福祉のさらなる充実に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） 本市での障害者への施策は、障害者基本法、障害者総合支援法、

児童福祉法に基づき、阿波市障がい者計画をはじめとした３つの計画により展開し、ホー

ムヘルパー等が必要な援助を行うなどの福祉サービスや、相談支援などの地域生活支援事

業、放課後等デイサービスなどの障害児支援、さらに一般就労が難しい障害のある人に働

く場を提供する就労支援を重要施策として取り組み、昨日の質疑にも出てまいりました

が、特に今年度には旧大俣保育所跡地を活用して、農福連携の就労支援事業所に提供する

などの様々な施策を行っております。この就労支援事業所につきましては、武澤議員のご

尽力があったというふうにお伺いもいたしております。 

 障害者には様々な支援が必要で、きめ細かいサービスやサポートが阿波市としてはでき

ているのではないかなと思っておりますが、さきにも申しましたけれども、障害者に対す

る福祉行政は、障害の種別や程度、そしてその人の環境によって様々です。現在の施策だ

けでは行き届かないところもあるかと思いますので、関係者の声を聞いていただいて、さ

らなる充実に努めていただきたいと思います。また、障害者への支援は家族が主に行って

いるケースが多いわけですが、高齢等の事情によりそれが行えなくなった場合、どうした

らいいのか非常に心配されます。なお、昨年の夏には、家族がコロナウイルスにかかった

ときの市としての対応について保護者からの陳情もあったと思いますが、コロナウイルス

の場合は一時的なものですが、家族が高齢等になり支援ができなくなった場合は相当深刻

なものだと思います。 

 再問として、そうした場合、市としてはどのような対応をしていくのかお伺いをしたい

と思います。 

○議長（松村幸治君） 寺井健康福祉部長。 

○健康福祉部長（寺井加代子さん） 笠井一司議員の一般質問３問目、障害者福祉につい

ての２点目、再問で、障害者への支援は家族が主に行っているケースが多いが、高齢等の
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事情によりそれが行えなくなった場合、市としてはどのようなサポートをしていくのかに

ついてご答弁させていただきます。 

 障害がある方にとって日常生活を送っていく上で受けることができる必要な公的支援サ

ービスとして、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスがあります。この障害福祉サ

ービスは、障害の種類や程度、介護者、居住の状況、利用される方の意向などを踏まえ、

利用できるサービスの種類や量が決定されます。家庭内で支援をするご家族が、支援を必

要とする障害のある方を高齢等の理由により支援を行うことが困難になった場合には、そ

れぞれのご家庭の状況に応じて、居宅での入浴、排せつ、食事のお世話が困難ということ

であれば、ホームヘルパーによる居宅介護サービス、さらに居宅での生活が困難というこ

とであれば、グループホームに入所ができる共同生活援助サービスが利用できるものと考

えております。また、障害福祉サービスとは別に、市単独事業で緊急時受入れ事業も実施

しており、介護者の急病、事故などの理由により、障害のある方の介護を行う者が不在に

なったときにおいて、施設への一時受入れなどの緊急の対応を行っております。これらの

障害福祉サービスや緊急時受入れ事業については、事前に利用者と事業者との調整が必要

であるため、市民の皆様には、これらの制度や相談窓口が福祉事務所であることについ

て、広報あわやケーブルテレビ、阿波市ホームページ等の広報媒体で周知に努めます。 

 本市といたしましては、社会福祉協議会や民生委員、児童委員等の関係機関と連携し、

支援を必要とされる方が身近に相談ができるネットワークづくりにしっかりと取り組んで

まいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） ご答弁では、グループホームに入所するなどの措置とか、市単独

で緊急時受入れ事業などを実施しているということですが、一時的なものだけではなく、

障害者及びその家族が安心した生活が送れるよう、障害者を切れ目なく支える体制づくり

をお願いしたいと思います。 

 次に、今定例会に森林環境譲与税基金条例の制定についての議案が提出されておりま

す。森林行政には、林業の育成、植林、木材の利用、林道の整備と、防災にも関連する治

山事業や保安林の保全があります。森林行政についても、これまであまり取り上げられて

こなかった分野でございますので、第４点目として森林環境譲与税基金条例について質問

をしたいと思います。 
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 １点目として、森林環境譲与税を基に基金を設けるということですが、基金設置によっ

てどのような事業を行うのか。２点目として、基金の造成計画や目標値はどのように考え

ているのか、以上２点をお伺いいたします。 

○議長（松村幸治君） 岩野産業経済部長。 

○産業経済部長（岩野竜文君） 笠井一司議員の一般質問の４問目、森林環境譲与税基金

条例について、２点ご質問をいただいておりますので順次答弁をさせていただきます。 

 まず１点目、森林環境譲与税を基に基金を設けるということだが、どのような事業を行

うのかについてでございますが、国は森林の有する公益的機能は、地球温暖化防止のみな

らず、国土の保全や水源の涵養など国民に広く恩恵を与えるものであり、適切な森林の整

備等を進めていくことは、我が国の国土や国民の生命を守ることにつながるとしておりま

す。一方で、所有者や境界が分からない森林の増加、担い手の不足等が大きな課題となっ

ていることから、平成３０年５月に成立した森林経営管理法を踏まえ、我が国の温室効果

ガス排出削減目標の達成や、災害防止等を図るための森林整備等に必要な地方財源を安定

的に確保する観点から、平成３１年４月に森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律を

施行し、森林環境税及び森林環境譲与税を創設しました。森林環境税につきましては、令

和６年度から個人住民税均等割の枠組みを用いて、国税として１人につき年額１，０００

円を市町村が徴収することとされております。 

 また、森林環境譲与税は、喫緊の課題である森林整備に対応するため、同時に施行され

た森林経営管理法による新たな森林管理システムを円滑に実施するための財源として、農

林業センサスの私有林、人工林面積と、国勢調査の林業就業者数及び人口による客観的な

基準で案分され、令和元年度から令和６年度までは段階的に譲与されます。さらに、災害

防止、国土保全機能強化等の観点から森林整備を一層促進するため、令和２年度から６年

度までの各年度の森林環境譲与税について、前倒しで増額されております。本市の譲与額

の状況でございますが、令和元年度が６１２万８，０００円、令和２年度は１，３０２万

２，０００円と段階的に増額となり、本年度は新たな農林業センサス、国勢調査の結果が

反映されることから約１，１５０万円を見込んでおり、令和６年度からは譲与税の全額と

なる約１，８００万円が毎年度譲与される見込みであり、大変有利な財源であると考えて

おります。 

 なお、森林環境譲与税の使途につきましては、法律により間伐や人材育成、担い手の確

保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関する費用に充当することと
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されております。このため、本市では、国指定の天然記念物である土柱周辺の松林を保全

するための森林病害虫防除事業や、間伐や保育による国土の保全、水資源涵養等多面的な

機能保全のための森林整備事業、森林整備事業に伴う効率的な森林施業の実施に必要な作

業道や林道の整備事業などを実施してまいります。また、本市を含む３市２町と、県及び

公益財団法人徳島森林づくり推進機構などで構成した推進協議会が、森林所有者の意向を

基に人工林の間伐を行う森林整備事業や、森林所有者の世代交代や不在化により、不明確

な森林所有者の調査や、境界くい復元を行う境界明確化事業などを実施してまいります。

今後も、森林所有者の意向を踏まえ、本市の実情に合った適正な森林管理を行う事業に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の基金の造成計画や目標額をどのように考えているかについてでございま

すが、現時点では松林を保全するための森林病害虫防除事業や、森林施業の実施に必要な

林道整備事業など、現行実施しております事業におおむね譲与分を充当していることか

ら、基金の造成計画や目標額は設定していないところです。今後、将来的に不明確な境界

の復元を行う森林境界明確化事業や、森林の間伐を行う森林整備事業の増加が見込まれる

ため、造成計画や目標額については、より精緻な事業量等の情報収集に努めてまいりたい

と考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） 森林環境譲与税については、間伐や人材育成、木材の利用促進に

充てられるということですが、阿波市では特に土柱周辺の松林の保全のための病害虫防除

や、森林施業のための林道整備などに使う予定で、令和４年度では１，１００万円程度、

将来的には１，８００万円程度と多額ではないため、譲与分が出れば積み立てるというこ

とでございます。目的が定められた譲与税ですので、有効にまた計画的に活用いただきた

いと思います。 

 次に、市の消費生活センターについてお伺いいたします。 

 消費生活センターにつきましては、平成２８年９月の定例会で設置を提案いたしまし

た。その後、平成２９年６月に設置されましたが、年々相談件数も増加し、当初は産地偽

装や消費期限などの商品の品質に関わる問題が念頭にあったと思いますが、現在では架空

詐欺などに象徴される、より犯罪性の高い問題も多くなってきております。 

 第５点目は、消費生活センターの活動状況について、消費生活相談の現状や活動状況、
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相談件数などについてお伺いいたします。 

○議長（松村幸治君） 岩野産業経済部長。 

○産業経済部長（岩野竜文君） 笠井一司議員の一般質問の５問目、消費生活センターの

活動状況についての１点目、消費生活相談の現状や活動状況、相談件数などについて答弁

をさせていただきます。 

 消費生活センターは、消費者の利益の擁護と増進を図り、市民生活の安定と向上に資す

るため、平成２９年６月、市役所１階に設置し、消費者相談の受付、問題解決に向けての

助言やあっせんを行い、相談者の不安を払拭するための支援拠点としています。最初に、

消費生活相談の現状でございますが、相談の実績件数は、令和元年度が２３８件、２年度

が２７６件で、前年比３８件の増加となっており、本年度は４月から１月末までに１９６

件の相談が寄せられています。 

 次に、令和２年度の年代別の相談割合は、６０歳代以上の方が全体の５０％以上を占め

ており、相談内容では、事業者の信用性が６６件、次いでインターネット通販のトラブル

が５１件で上位を占めています。 

 次に、活動状況でございますが、日々の相談業務に加え、消費者被害の未然防止のた

め、相談員による消費生活出前講座の実施や、啓発チラシの全戸配布、広報紙やホームペ

ージ、ケーブルテレビでの注意喚起、消費者協会との協働による被害防止キャンペーンと

いった啓発活動を行っています。さらには、中学生や新成人など若年層への消費者教育も

行っています。また、今年度は県内で還付金詐欺の電話が多発し、本市におきましても、

昨年５月から本年２月にかけて、介護保険料の還付金に関する不審電話の相談が寄せられ

ており、還付金詐欺など特殊詐欺が疑われる相談があった場合には、阿波吉野川警察署と

速やかに連携し、音声告知放送やケーブルテレビ、ホームページにより市民への注意喚起

を迅速に行っているところでございます。 

 当センターでは、このような電話を介した消費者被害等を未然に防止するため、昨年８

月より、在宅時間が長い６５歳以上の方を対象に、迷惑電話防止機能つき電話機等の購入

補助を実施し、１７名の方にご活用をいただいております。この補助金の対象機器は、全

国防犯協会連合会が推奨する優良迷惑電話防止機器のうち、自動応答録音機能つき固定電

話、もしくは固定電話に外付け可能な自動応答録音機能がある機器でございます。補助額

は購入金額の２分の１、上限額は１万円で、令和４年度も助成を予定しておりますので、

有効にご活用をいただきたいと考えております。そのほか、消費生活の地域の見守りとい
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たしまして、当センターを中心に警察や民生委員、消費者協会などにより、阿波市消費者

安全確保地域協議会を設立し、それぞれの活動の中、市民の消費生活の安全確保に努めて

おります。 

 今後も、市民の皆様が安全で安心して生活を送っていただけるよう、迅速で適切な消費

者相談の充実を図るとともに、積極的な周知啓発活動に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） 年２００件を超える消費者相談があり、また増加傾向で、様々な

内容の市民の安全・安心に応えることができていると感じました。相談内容も、事業者の

信用性やインターネット通販などについてなどが多くなり、当初の想定とは大分変わって

きているのかなというふうに思われます。そして、阿波市としては迷惑電話防止機能つき

電話機等の工事補助をするなど、新たな取組がご紹介されました。今後とも、市民の消費

生活での安全・安心を守るために、積極的な周知啓発活動と消費者相談の充実を図ってい

ただくとともに、消費者被害の未然防止と被害の迅速な解決に努めていただくよう期待を

いたします。 

 それでは、最後第６点目になりますけれども、第６点目は公共事業の計画的な実施につ

いてお伺いいたします。 

 昨年１２月の定例会では、原田定信議員の質問もございましたが、阿波市の道路の多く

は至るところで老朽化しております。以前より度々要望し、質問しておりますが、あまり

進んでいるようには見られません。道路の改善、整備を進めていただきたいと思います。 

 そして、もう一点は少し視点を変えて、建設業は地域にとって重要な産業であります。

過去に多くの公共事業が発注されたり、急激に削減されたりして大きな波がありました

が、建設業は建設業法という法律があり、登録や資格を有する技術者の確保が必要で、各

工事現場には必ず現場代理人を配置しなければならず、事業費が年によって大きく増減す

ることにはなかなか対応できません。最近は少なくなったかもしれませんが、一時ダンピ

ングの問題や、不落、不調で入札が成立しないということがあったと思いますが、そうい

うことが原因でもあります。道路の改善を着実に進めるためにも、地域産業としての建設

業育成のためにも、公共事業を計画的に行うべきと思います。 

 そこで、改めて１点目として、道路の改善が進んでいないので道路の整備を進めていた
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だきたいということと、２点目として、市内建設業の育成のためには、年によって偏るこ

とのない平準化した計画的な公共事業の実施が必要と思うがどう考えるか、以上２点をお

伺いしたいと思います。 

○議長（松村幸治君） 川野建設部長。 

○建設部長（川野一郎君） 笠井一司議員の一般質問の６問目、公共事業の計画的な実施

について２点ご質問をいただいておりますので、順次答弁させていただきます。 

 まず、１点目の道路の改善が進んでいないので、道路の整備を進めていただきたいにつ

いて答弁させていただきます。 

 市が管理する道路の総延長は約１，０７７キロメートルで、そのうち約９割が舗装され

た道路となっておりますが、近年地域に密着した市道の多くで、舗装の老朽化によるひび

割れやわだち掘れが発生し、毎年市民の皆様から舗装修繕について数多くのご要望が寄せ

られております。寄せられた要望箇所につきましては、建設課職員が現地調査を実施し、

安全性、老朽度合いや利用頻度などを考慮し、評価を行い、予算の範囲内において優先順

位をつけ順次対応しております。しかし、修繕箇所の規模や事業費により即座に対応でき

ない場合や、要望路線全区間を単年度で施工できない場合もあり、要望者の方にはその旨

を説明し、ご理解をいただいております。このことから、限られた予算の有効利用及び道

路修繕の推進の観点から、舗装劣化に応じた部分的な舗装改修や、舗装改修区間を２か年

に分割発注するなど、引き続き計画的かつ現地に応じた工事発注に努めてまいります。 

 次に、２点目の市内建設業の育成のために、年によって偏ることのない平準化した計画

的な公共事業の実施が必要であると思うがどう考えるかについてでございますが、本市で

は、道路整備事業として主に舗装修繕工事及び道路改良工事などに取り組んでおります。

事業を実施するに当たり、国、四国４県、市町村などで構成する四国地方公共工事品質確

保推進協議会において示された建設業者の閑散期、繁忙期をなくす工事時期の平準化を進

めるため、事業計画を立て、年次ごとに工程を組み、協議しながら計画的に工事発注を実

施しております。舗装修繕では、年間を通してできる限り分散した発注に努めております

が、梅雨の時期、また稲作等の農業機械通行に配慮した施工となることから、工事発注時

期が年度後半に偏る傾向になっております。また、道路改良工事においては、年度予算の

関係で、測量設計、用地取得、改良工事、舗装工事と事業を年次的に進める必要があるこ

とから、年度により改良舗装工事の発注が集中することもございます。 

 この状況を踏まえ、施工延長の短い舗装修繕については、年度当初の発注、道路改良工
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事ではきめ細かな発注時期の調整を図るなど、議員お話しのとおり、年間を通した工事発

注の平準化を進めるため、今後におきましても柔軟かつ計画的な工事発注に努め、市民の

皆様が安全・安心して利用できる市道整備に取り組んでまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 笠井一司君。 

○９番（笠井一司君） 道路の修繕等については、私も含めてこれまで多くの方が質問し

ており、質問の趣旨については十分ご理解いただいていると思いますので、道路修繕の推

進と工事の計画的発注についてよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

 最後になりましたが、さきの方が発言されましたのでお名前は繰り返しませんが、６名

の皆様が今議会を最後に退職されることになりました。皆様には本当に丁寧にお教えをい

ただき、大変ありがとうございました。御礼を申し上げますとともに、皆様にはご健康

で、またまだまだお若いので、これからもこれまでの知見を生かしてご活躍されることを

お祈りしたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（松村幸治君） これで９番笠井一司君の一般質問が終了いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午前１１時４０分 休憩 

            午前１１時４４分 再開 

○議長（松村幸治君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、２番武澤豪君の一般質問を許可いたします。 

 武澤豪君。 

 

○２番（武澤 豪君） それでは、議員番号２番、志政クラブ武澤豪、ただいまから一般

質問を始めさせていただきます。 

 今から４年前に議員としての活動が始まり、早いもので今回の質問が１期目最後の質問

となりました。振り返りますと、今回を含め一般質問が１３回、代表質問が３回と、全て

の議会において様々な質問や提案をさせていただきました。この質問や提案の中でも、私

が１期目に特に力を入れた最重要項目がスマートインターチェンジ設置についてです。今

回、１期目の最後の質問もスマートインターで締めくくりたいと思いますので、理事者の

方々の答弁をよろしくお願いいたします。 
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 平成３０年６月議会において初めて、議員として緊張感があふれる中、スマートインタ

ー設置について質問を行いました。当初は明確な答弁をいただくことも難しく、現実不可

能ではないかとの疑問を持ちながら質問をしたことを昨日のように思い出します。しか

し、市長をはじめ理事者の方々や、協力関係者の方々の熱意により、令和元年に阿波市市

場町にスマートインター設置が許可されました。私としても非常にうれしく、子どものよ

うにはしゃいだことを思い出します。 

 では、最初の質問として、令和元年から現在までのスマートインターの進捗状況と、今

後の予定はどのようになっているのかについて答弁願います。 

○議長（松村幸治君） 川野建設部長。 

○建設部長（川野一郎君） 武澤議員の一般質問の１問目、スマートインターの進捗状況

と今後の予定はどのようになっているかについて答弁させていただきます。 

 （仮称）阿波スマートインターチェンジは、令和元年９月に国土交通省より新規事業化

の箇所選定を受け、１０月に連結許可書が伝達され、これを受け、１１月には徳島県、阿

波市及び西日本高速道路株式会社四国支社３者による相互協定書を締結いたしました。議

員ご質問の進捗状況でございますが、令和元年１２月に、本市と西日本高速道路株式会社

四国支社とで締結した建設事業に関する基本協定に基づき、同月地元自治会の皆様への事

業説明会を開催し、事業に対するご理解をいただきました。その後、令和２年４月に測量

立入り説明会を開催しまして、測量業務に着手し、併せて令和２年８月には、西日本高速

道路株式会社四国支社においても、（仮称）阿波スマートインターチェンジ道路詳細設計

の受注者が決定し、市と連携を図りながら計画的に事業を進めてまいりました。この成果

を基に、令和２年１２月には地元自治会の皆様と第１回設計協議を開催し、頂戴した様々

なご意見、ご要望を参考に計画に反映させ、令和３年２月に第２回設計協議の場におい

て、地元自治会の皆様との合意形成が図られたことから、同年４月、市役所において設計

協議確認書締結式を開催し、地元代表者、徳島県、市及び西日本高速道路株式会社四国支

社の４者による確認書への署名を行いました。令和３年度は、引き続き道路詳細設計を進

めながら、用地に関する業務も発注しており、８月下旬には用地補償の地元説明会を開

催、１０月下旬には地権者及び隣接者の皆様に現地においでいただき、境界立会を行い、

事業範囲の確定及び用地境界の確定を完了したところでございます。 

 今後の予定でございますが、本定例会に当初予算として国の交付金や合併特例債等を活

用し、用地費８，７００万円、工事費として８，１００万円などを上程させていただいて
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おります。議員各位にご審議、議決をいただいた上で、令和４年度から地権者の皆様との

用地補償協議に入り、その進捗により工事着手ができるよう準備を進めております。今後

も引き続き、県や西日本高速道路株式会社四国支社など関係機関と連携を図りながら、地

元自治会の皆様のご理解をいただき、計画的に事業遂行に努め、早期実現を目指し取り組

んでまいります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 武澤豪君。 

○２番（武澤 豪君） 答弁いただきました。 

 令和元年に、西日本高速道路株式会社四国支社と締結した建設事業に関する基本協定に

基づき、地元自治会の皆様に事業説明会を開催、令和２年４月に測量立入り説明会を開催

し、測量業務に着手、併せて令和２年８月には、西日本道路株式会社四国支社において

も、（仮称）阿波スマートインターチェンジ道路詳細設計の受注者が決定し、事業を進め

ていること、そしてその成果を基に、令和２年１２月には地元自治会の皆様と第１回設計

協議を開催し、令和３年２月に、第２回設計協議の場において地元自治会の皆様と合意形

成が図られ、令和３年４月に市役所において設計協議確認書締結式が開催され、また令和

３年８月には用地補償の地元説明会を開催、１０月下旬には地権者及び隣接者の皆様に現

地にて境界立会が行われたとのことでした。 

 今後の予定では、当初予算として用地費、工事費が合わせて約１億７，０００万円が上

程され、議決後に用地補償協議と、その進捗により工事着手の準備が進んでいるとのこと

でした。地元の地権者の方々のご理解をいただくことは相当な努力と交渉力が必要になり

ますが、引き続きよりよい阿波市のまちづくりのためご尽力をお願いいたします。また、

多額の費用がかかることも承知しておりますが、先ほど部長が申し上げられました合併特

例債など、少しでも阿波市に有利な交付金を利用していただき、ハード面でもソフト面で

も納得のできるものになるようによろしくお願いいたします。 

 では、最後に入ります。 

 スマートインターの重要性について過去何度かお話をさせていただきましたが、改めて

申し上げますと、１、阿波市西部の農産物や加工品などの輸送のメリットが見いだせる、

２、阿波市の観光地への誘導や観光開発にメリットがある、３、災害時の物資輸送や避難

道路として、４、他の市町村、県外からの利用者による経済活性化などが上げられます。

また、２０２５年には関西大阪万博も開催予定であり、徳島県阿波市をアピールできる機
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会であると考えております。このような様々なメリットが考えられますが、実際にメリッ

トを具現化するには様々な努力や資金、交渉が必要になります。 

 では、スマートインター完成後のまちづくりの方向性をどのように考えられているのか

について、藤井市長に答弁をお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 武澤議員の再問、スマートインターチェンジ完成後のまちづくり

の方向性はとの質問に答弁をさせていただきます。 

 （仮称）阿波スマートインターチェンジは、地域活性化の起爆剤となる重要な施設と考

えております。活力あふれるまちづくりを掲げている本市にとりましては、早期開始に向

け、スピード感を持って事業を遂行しているところでございます。この施設が整備される

ことによりまして、高速道路ネットワークの機能を最大限発揮し、農業をはじめとする地

域経済活動、医療活動、観光周遊性の向上による交流人口の拡大など、多くの効果が期待

できます。さらに、本市が進めている雇用の創出や地域産業の活性化が図れる企業誘致に

おいても、立地条件や交通アクセスのよさが重要な判断材料となることから、（仮称）阿

波スマートインターチェンジの完成は、企業誘致を進める上でも大きな弾みとなります。

引き続き（仮称）阿波スマートインターチェンジの完成を見据えまして、本市の特性を生

かした観光振興や企業誘致の推進による雇用確保などに全庁挙げて取り組み、活力あふれ

るまちづくりを推進してまいります。加えて、近い将来発生が危惧されております南海ト

ラフ巨大地震をはじめとする大規模災害時に、県中央部の後方支援拠点となるアエルワへ

の迅速な物資輸送や救援活動に対しても、高速道路の機能が最大限発揮できる施設でござ

いまして、本市の安全・安心のまちづくりの基盤となるものでございます。 

 このように、（仮称）阿波スマートインターチェンジは数多くの効果をもたらす施設で

あることから、一日も早い完成に向けまして積極的な事業展開を図り、人が行き交い、活

力にあふれ、そして災害に強く、暮らしやすいまちづくりに取り組んでまいります。今後

におきましても、国や県、西日本高速道路株式会社四国支社と連携を図り、スマートイン

ターチェンジの早期完成を目指すとともに、議員ご質問のスマートインターチェンジ完成

後のまちづくりについても、国や県また地元の皆様のご意見、ご要望をお聞きしながら、

全庁一丸となって検討してまいりますので、議員各位におかれましてはご支援、ご協力の

ほどをよろしくお願い申し上げまして、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 
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○議長（松村幸治君） 武澤豪君。 

○２番（武澤 豪君） 市長から答弁いただきました。 

 農業をはじめとする地域経済活動、医療活動、観光周遊性の向上による交流人口の拡

大、そして企業誘致を進める上で大きなメリットになる。また、南海トラフ巨大地震など

大規模災害に対し、物資輸送や救援活動など、安全・安心のまちづくりの基盤となるとの

ことでした。阿波市に２０２５年開通予定である（仮称）阿波スマートインター、１期目

の議員活動として、設置に向けて様々な意見や提言をさせていただき、無事設置、開通に

向けて動き始めているようで非常にうれしく思います。しかし、スマートインター設置が

ゴールではありません。スマートインター開設前の今からが、阿波市の未来に向けたスタ

ートになります。藤井市長の答弁にもあったように、阿波市の活性化の起爆剤に必ずなる

ものであることは間違いありません。昔からの言葉で、言うはやすく行うは難しとの言葉

があるように、何事においても言葉で夢や理想を語るのは簡単ですが、いざ実行となれば

非常に難しいものであることは承知しております。もし、２期目も質問や提案のできる立

場であるのなら、未来を見据えた阿波市の発展に向け、市民の皆様と理事者の方々、そし

て議員の方々と力を合わせて、阿波市のまちづくりに精いっぱい頑張る所存です。 

 最後になりますが、今議会で退職される皆様、誠にお疲れさまでした。退職後も、魅力

ある阿波市の発展にお力添えをよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。１期目４年間、お世話になりました。 

○議長（松村幸治君） これで２番武澤豪君の一般質問が終了いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後０時００分 休憩 

            午後０時５９分 再開 

○議長（松村幸治君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、１番原田健資君の一般質問を許可いたします。 

 原田健資君。 

 

○１番（原田健資君） １番原田健資、一般質問を始めさせていただきます。 

 今回は過疎対策、１つ、今回の指定の状況、２つ目が歴史文化を守る、３番目に過疎バ

ス復活、それともう一つの項として阿波市の観光、１つ、善入寺島から境目までウオーキ

ングコースの設定をということでやらせていただきます。 
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 それでは、１番目の過疎対策、今回の指定の状況、歴史文化を守る、過疎バス復活、こ

れでやらせていただきます。 

 マスコミ報道によりますと、阿波市内で過疎地域に指定されたところがあるようです。

過疎については前日質問がありましたが、再度質問いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

 今回の指定ですが、過疎になってしまっていいのやら悪いのやら、何か補助金がありそ

うなとの思いでございます。でも、やはり過疎地域と言われると寂しい思いでございま

す。これから対策が何か予想されますが、対策はいいのですが、対策のやり過ぎでふるさ

との山々がずたずたに、林道造りなどで壊されてしまうことがないよう、古い道――古

道、古い樹木――古木、里山の道、歴史的民家など、よく調査して保存に努めてほしいと

の思いでございます。気を遣ってほしいのでございます。香川県のことですが、古道の歴

史道が林道工事でずたずたになってしまったことがあります。阿波と讃岐の間の古い道が

なくなってしまった、ちょっと通り抜けられなくなったことを私は経験しております。そ

れから、先祖が守ってきた古い木、古木について心配される方から電話をいただいたこと

があります。自宅とか山に大きな木が残っているそうでございまして、古木の命を守る、

そんな配慮も心配されておりますので、よくやっていただけたらと思います。 

 文化向上面では、今日の写真ブームに乗って、人物像など観光として見えるものとし

て、何か地元の伝説などを基にそういう観光開発、観光の目玉になるようなもの、過疎市

の集客のためになるものが期待されます。義経、弁慶、那須与一、戦国の武将など、こう

いう伝説も市内にはあるようでございます。夢のある目玉商品みたいなものを開発してい

ただければ、客寄せにもなるんではないかと思います。 

 次に、過疎バスですが、昔過疎バスと言われておりました日開谷線でございますが、当

時は補助金があったのではないかと思います。あったんでしょうね。以前は全８便ありま

したけれども、８便あったのですから、２便ぐらい残ってもいいのではないかと思います

けれども、残してほしかったんですが、今はデマンドバスの出現で全廃されております。

デマンドバスが走っている今は、競合して完全復活は無理だと思います。元のバスのよ

さ、元のバスの乗合バスの路線バスのよさである、誰でも市外の人でも登録会員以外で

も、外国人でも誰でも乗れる部分、その部分を残し、またバス停の復活、バスの立ち寄り

用のためのバス停の復活、立ち寄りバス呼出し用のバス停を設置して、市外の人や旅人向

けにそういうバス停も導入してほしい。利便性の向上になるようにしてほしいと思ってお
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ります。 

 また、市外の吉野川市の駅、病院に行っているようでございますけれども、市外の香川

の寺、郵便局、風呂へも呼び寄せ、立ち寄り用のバス停を作っていただき、設置していた

だき、利便性の向上を図ってほしいと思います。この路線は、もともと讃岐と市場の間の

バスが出だしでありますので、そういうような配慮もお願いしたいと思います。香川県内

には、４キロか６キロちょっと走っていただき、進入していただきますと、そういうふう

な便利さがさらに増して、香川のお客さん、お遍路さんなど少しはお客様が増えるんでは

ないかと思っております。歴史ある路線です。ルート維持にも努めてほしいと思っており

ます。平日のさぬき市、東かがわ市のバスは大変安い、超安いんです。讃岐と阿波との相

互交流、相互利用で安く行き来できるようにすれば、阿波市民にとってもいいのではない

かと思います。また、風呂の入浴券も、そういうふうな阿波市、東かがわ市の間で両方が

使えるようにしていただきますと相互利用できるようにやってほしい。できるようにして

いただきますと、さらに便利になるのではないかと思っております。広域交流、海部郡の

ほうでは、バスと汽車、両用バス、ＤＭＶ――デュアル・モード・ビークルは高知県内ま

で行ってるようですね。そういうふうな感じで、こちらも香川の客を取り込むという意気

込みでバスの交流をやっていただきますと、集客になるんではないかと思っております。 

 こういうふうな意見を私は述べさせていただきましたが、今回の質問、過疎対策、今回

の指定の状況、歴史文化を守る過疎バスの復活、今申し上げましたとおりでございますけ

れども、そこの３点を重点に質問させていただきますので、ご答弁よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） 原田健資議員の一般質問１問目、過疎対策について３点

のご質問をいただいておりますので、順次答弁をさせていただきます。 

 初めに、１点目の今回の指定の状況についてでございます。 

 過疎地域をその区域とする市町村につきましては、過疎地域の持続的発展の支援に関す

る特別措置法の規定に基づき公示することとされており、令和２年国勢調査の結果によ

り、令和４年４月１日に新たに市場町が過疎地域に指定され、公示されることとなりまし

た。徳島県内の過疎地域の状況につきましては、現在県内２４市町村のうち１２市町村が

過疎関係市町村とされており、令和４年４月１日には本市を加えた１３市町村となる予定

でございます。 
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 次に、２点目の歴史文化を守るについてでございます。 

 過疎地域は、自然災害の発生の防止、多様な文化の継承や良好な景観の形成などの多面

な機能を有しており、これらの地域資源を活用した地域活力の向上が実現するよう取り組

むことが重要であります。このため、過疎対策事業の実施に当たり必要となる過疎地域持

続的発展市町村計画につきましては、過疎地域の自然環境や歴史文化の特性を踏まえ、計

画を策定してまいりたいと考えております。 

 次に、３点目の過疎バス復活についてでございます。 

 阿波市デマンド型乗合交通あわめぐりは、平成３１年４月から運行を開始しており、本

市の課題の一つであった公共交通空白地域の解消につながっているところでございます。

利用者の皆様からは、新たな乗降場所の設置や運行時間に関するご要望をいただいており

ますが、全体的に高い評価をいただいているものと考えております。一方で、市民以外の

方が利用できる公共交通につきましては、市内の一部区域で民間のバス事業者が運行して

いる状況でございます。このため、市民の皆様からのご意見、ご要望や、このような現状

を踏まえ、公共交通事業者、学識経験者、各種団体の代表者などで構成する阿波市地域公

共交通活性化協議会において、今後の本市における地域公共交通の将来像について検討を

行ってまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 原田健資君。 

○１番（原田健資君） ご答弁ありがとうございました。 

 過疎ってお金が大分入る、大分か少ないか入ると思います。有効に使っていただければ

と思います。過疎地域資源を活用した、また自然環境や歴史文化の特性を踏まえて計画し

ていただけるというご答弁でございました。どうぞ、先ほども申しましたように、自然環

境、歴史文化を大切にして進めていっていただきたいと思います。 

 過疎バスの復活では、空白地帯解消とありましたけれども、既に前からある路線バスの

ほうはなくなってしまったんで、新たな過疎ができて、こちらのほうの空白地帯が解消さ

れた。元あったところは空白地帯になったわけでございまして、そこらあたりも先ほど申

しましたけれども、何か復活のテーマに入れていただければありがたいと思います。民間

のバスも走っているところ、吉野町のほうでは走っているようでございますけれども、こ

ちらの日開谷の路線も、何か昔のバスのよさを生かしていただきたい。いただけたらいい

かと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。過疎地帯がこの機会によく発展す
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るような対策を講じていただきまして、日開谷路線の復活なりにより近づけていただけれ

ばありがたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 この項は、これで終わらせていただきます。 

 続いて、２つ目でございます。 

 阿波市の観光、善入寺島から境目までウオーキングコースの設定をということで質問さ

せていただきます。 

 阿波市の観光といえば、阿波町の土柱、土成町宮川内のたらいうどんということで、こ

の２つが大きなビッグなものになっていると思います。土柱とたらいうどん、阿波市の観

光冊子がありますけれども、土柱とうどんに大きなページを割いております。お遍路さん

とか柿原堰もありますけれども、ほかの部分はもうほとんど小さな枠で案内されておりま

す。阿波市といえば土柱か、たらいうどんということになります。なりますんでしょうか

ねということでございますけれども、昨年テレビで話題になった人で、松永弾正久秀、戦

国の武将ですけれども、教科書にも出るような人物らしく、何とその人は市場町日開谷沿

いの村に関係があるようなのです。テレビで全国的に話題となりました。ローカル番組で

も取り上げられたという人物、そんな人がいたのですが、阿波市内では目立った盛り上が

りがなかったように思います。 

 韓国ドラマでは、観光ブームとなった町があります。訪れる人がいっぱい、国内にもあ

ります。テレビ、映画で有名になった町があります。今回の松永弾正久秀さんは、何か残

念なまま、盛り上がりのないまま去っていきました。残念な感じが残ってしまいました。

でも、松永城は跡が残っておりますので、何か新しい看板とかあればいいと思います。ど

うでしょうか。近くには、犬墓大師堂や犬墓時計台もあります。日開谷の小学校、神社も

あります。ウオーキングコースにすれば最適ではないかと思いました。 

 一方で、新しいテレビドラマが始まっているようです。若い頃の源義経は、さぬき市で

しばらく修行、在住したという話があります。在住していたので、阿波、讃岐の道には修

行時代から詳しかったのかもしれません。義経、弁慶ですが、平家物語には入野山、大坂

峠という言葉が出てきます。平家物語のこの地名ですけれども、入野山が何と市場町大影

境目のイチョウすぐそば１００メートルまでのところに来ているのです。１００メートル

のところに入野山があるわけでございます。入野山という地名が阿波と接しているところ

にあるわけでございます。さらに、大阪峠が境目のイチョウから１．８キロの北のほうに

あるわけでございます。義経の越えたかもしれない大坂峠が、市場町境のすぐそばにある
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わけでございます。この大阪峠は、日開谷の源流点ともなっております。入野山に流れ込

む日開谷川は、阿波町勝命まで流れてきて吉野川に注いでおりますけれども、戦いに負け

た平家も、一部はその谷、峠を越えて日開谷に沿って下っていき、祖谷に逃げた、このル

ートは祖谷のほうの宣伝文書にも載っております。平家も源氏も越えた日開谷ということ

になればいいかとは思います。テレビのドラマで、新しいテレビ番組でこの大坂峠がどれ

ぐらい取り上げられるか、まあ興味津々、期待しております。 

 そこで、香川・徳島県境の村、大影境目ですが、この付近もウオーキングに最適ですの

でコースに入れていただければと思います。八丁坂の峠、イチョウ、それから大影小学校

跡、それから阿波と讃岐の間にある橋、両国橋といいますけども、両国橋、それから香川

県側には郵便局、ふるさとの店、市の支所とかがあります。新しいテレビドラマに合わせ

て売り込むのもいいかもしれません。 

 次に、善入寺島付近ですが、広さが日本一でございます。阿波市にある川島橋は、川島

町側から見た分はテレビなどでよく見るんですけれども、その付近は国土省の八十八景に

もなっているようでございます。ここにもウオーキングに適したコースが作られるのでは

ないかと思います。近年は、善入寺島のコスモス、それからヒマワリ、それとヒマワリと

コスモスが重なって生えてまして、その彩りが物すごいきれい、見学客がたくさん訪れま

した。県道がそこに発しているわけでございますけれども、県道沿いに展望台やトイレ、

ドッグランなどを作るなどしてはどうでしょうか。徳島本線から駅からも近いし、善入寺

島内の渡し船の跡もあります。親水的な渡し場跡などにしますと、集客になるのではない

かと思います。 

 また、日本一が好きな人のために、日本一の中洲というか、日本一の文字のポールなど

を沿線に作っていただければ、写真の一枚もウオーキングがてら撮ってもらえるのではな

いかと思います。いろいろ案はあると思いますけれども、善入寺島から境目、県境、さら

に県境を越えて日開谷川最上流の大坂峠まで、ウオーキングコースを何か所かに分けて作

るなり、一連で作るなり、このまちの活性化のためにもご配慮をお願いしたらと思いま

す。また、市外の人も注目するような、そんなウオーキングコースにしていただくとあり

がたいと思います。新しい目玉になるウオーキングコースがあればと思っております。 

 いろいろ私の思いを申し上げましたけれども、さきにたくさん思いを述べ過ぎた感がし

ますけれども、質問項目の阿波市の観光、善入寺島から境目までウオーキングコースの設

定をという質問をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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 以上です。 

○議長（松村幸治君） 岩野産業経済部長。 

○産業経済部長（岩野竜文君） 原田健資議員の一般質問の２問目、阿波市の観光につい

ての１点目、善入寺島から境目までウオーキングコースの設定をについて答弁をさせてい

ただきます。 

 観光振興は交流人口を拡大させ、来訪者の消費活動を通じて、幅広い産業に経済的な波

及効果をもたらすとともに、雇用の創出等を生み出し、地域活力の維持発展に大きな効果

が期待できます。こうしたことから、本市では、第２次阿波市総合戦略に基づき、徳島県

や徳島東部地域ＤＭＯであるイーストとくしま観光推進機構、また周辺自治体との連携を

強化し、阿波の土柱や、四国霊場札所４か寺など、本市の貴重な文化財や名所旧跡といっ

た地域資源を活用した広域観光ルートづくりや着地型観光の開発など、多面的な観光振興

に積極的に取り組んでいるところでございます。一方、新型コロナウイルス感染症の拡大

により、近年観光需要は大きく減少していることから、阿波市観光協会や商工会など多様

な関係機関と協働、連携を強化しながら、観光資源の発掘や磨き上げ、さらにはＳＮＳを

活用した情報発信等を行っており、昨年度からは観光資源をテーマとしたフォトコンテス

トを開催するなど、新たな取組も始めております。 

 こうした中、議員お話しの善入寺島から境目まで、路線名で言いますと県道津田川島線

沿いには、徳島県指定の天然記念物、境目のイチョウや犬墓大師堂をはじめ、３５０ヘク

タールに及ぶ広大な田園風景や季節の花々、また潜水橋や弘法大師が歩いた遍路道など、

近年観光客が増加している善入寺島があり、魅力ある観光資源が多く存在しております。

こうしたことから、本市といたしましては、今後観光振興を進めていく上で、議員ご提案

の善入寺島から境目までのウオーキングコースの設定も含め、調査研究しながら、本市の

観光地域づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 原田健資君。 

○１番（原田健資君） ありがとうございました。 

 観光の経済的波及効果は大ということでございます。そのとおりだと思います。また、

東部地域、イーストとくしま観光推進機構、周辺との連携ということでございます。県内

で共同で出したパンフレットを見たことがあります。さらに、先ほど申し上げましたよう

に、北の香川県との連携もいいのではないかと思いますので、そちらのほうもまたよろし
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くお願いいたします。広域観光ルートということで、力を入れていただいているようでご

ざいます。さらに、その発掘ですね。隠れた観光資源の発掘、それも重要なことだと思い

ますので、何か新しい目玉を見つけていただいて、それを磨き上げるということは非常に

いいことだと思いますし、過疎化の解消につながればなおいいと思います。また、人口増

にもつなげていっていただければと思います。 

 フォトコンテストがあったというご回答もありました。私もフォトコンテストに投稿し

たこともあるんですけれども、今回は善入寺島で働く女性の方が写った写真が入選してお

りました。もう一つは土柱ですね。あともう一つがＳＮＳの分ですけれども、境目のイチ

ョウが水たまりに映ったもの、イチョウ本体と水たまりに映ったイチョウは、両方が１枚

の写真に収まったものですけれども、そういうふうな写真が上位に入選しておりました。

こういうふうなのも集客に役立っているのではないかと思います。 

 先ほど申しました人物、歴史上の人物とかも何か有効に盛り上げていって、観光資源の

一つにしていっていただければ、市民の方も非常に関心を寄せていただくのではないかと

思います。善入寺島では日本一の広さの強調をして、日本一という、これは日本一ですか

らね、表示を島の中に何かしていただければありがたいと思います。川幅も日本一かと思

いましたけれども、日本、どうも２番目みたいですけれども、まあ日本二でも表示してい

ただいてもいいんじゃないかと思います。 

 先ほど言ったように、国土省の八十八景の中にも川島潜水橋付近がなっておりますし、

Ａクラスのうどん、土柱、これも大事ですけれども、Ｂクラスのこういった隠れた観光資

源、それをどんどん売り出していって発掘していって、それをまた磨き上げて観光資源に

していくというのも大事でないかと思います。そういうふうな観光を利用しながら、経済

的波及効果をもたらすような観光事業を進めていっていただければと思いますので、どう

ぞこれからも頑張って、観光開発、観光資源開発に努めていただければと思います。 

 そういうことで、今回の私の質問を全部終わらせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。 

○議長（松村幸治君） これで１番原田健資君の一般質問が終了いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後１時２９分 休憩 

            午後１時４３分 再開 

○議長（松村幸治君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 次に、１０番川人敏男君の一般質問を許可いたします。 

 川人敏男君。 

 

○１０番（川人敏男君） １０番川人敏男、一般質問を行います。 

 私ども市議会議員は、３月末をもって４年間の任期を終えることになります。最後の最

後に質問の機会を与えてくださいまして、誠にありがとうございます。気合を入れて質問

します。 

 さて、業務を効率的に進めるため、ほかの市や町と一部事務組合を結成して、共同で業

務に取り組んでいく分野があります。吉野川市との救急救命業務、上板町、板野町とのご

み処理業務です。この２業務は、阿波市民の命や暮らしを直撃します。したがいまして、

適切にタイムリーに手を打っているのか、あるいは目が届いていないのか、問題点を探り

ます。 

 第１問は、救急車の配置、運行についてです。 

 市民の命を守る極めて重要な行政で、最優先に取り組むべき課題です。現在、阿波市と

吉野川市で構成する中央広域連合の救急車の配置は、土成町にある中消防署に１台、鴨島

町の東消防署に１台、山川町の西消防署に１台の合計３台が配置されております。ご承知

のとおり、阿波市は吉野川市と比較して人口は１割少ないですが、面積では逆に３割広

く、高齢化率では両市とも３７％台で、ほぼ同水準です。このたび、高齢化の状況等を勘

案して救急車を１台増やすことになりました。問題はその１台をどこに配置するかです。

事務局の説明では、山川町の西消防署に追加で配置することにしており、阿波市長は了解

しているとのことです。阿波市は１台、吉野川市は３台ということになります。 

 そこでお伺いします。 

 １点目は、救命救急は５分と一般的に言われております。これは、５分以内だと命が助

かる確率が非常に高いからです。現時点で、阿波町では５分以内で駆けつけられない地域

があるそうです。その主な地区名を伺います。 

 ２点目は、昨年の阿波町林への救急車の出動件数は何件ですか。また、主な搬送先の病

院を伺います。 

 ３点目は、市長は西消防署の救急車の追加配置にオーケーを出しています。これだけ重

要な問題を議会に一片も説明がないというのは、議会軽視も甚だしく、レッドカードを出

します。執行権を過信し、説明責任さえ忘れています。改めて、オーケーを出した根拠を
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伺います。 

○議長（松村幸治君） 吉川危機管理局長。 

○危機管理局長（吉川和宏君） 川人議員の一般質問、救急車の配置、運行について幾つ

か質問をいただいておりますので、順次答弁させていただきます。 

 まず、１点目の阿波町で５分以内で到着できない地域はについて答弁させていただきま

す。 

 救急車が５分以内で到着できない主な地域につきまして、徳島中央広域連合消防本部に

確認したところ、阿波町林地区では西林、長峰、栩ケ窪、伊沢地区では小倉、正広、伊沢

谷、久勝地区では山王、山尻、大久保などでございます。 

 次に、２点目の阿波町林への救急車の出動件数及び搬送先の病院はについて答弁させて

いただきます。 

 この件につきましても、徳島中央広域連合消防本部に確認したところ、昨年の阿波町林

地区への救急出動件数につきましては１９２件であり、主な搬送先につきましては、１番

が吉野川医療センター、２番が県立中央病院、３番がホウエツ病院となっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 川人議員の一般質問、救急車の配置、運行についての３点目、西

消防署の救急車の追加配備にオーケーを出した根拠はについて答弁いたします。 

 ご承知のとおり、本市の救急搬送業務につきましては、吉野川市との広域行政によりま

して、徳島中央広域連合消防本部で、１本部３消防署体制で業務を行っております。そし

て、急病時や交通事故の発生時など緊急を要する場合に、市民の皆様の命と体を守るた

め、救急搬送できるよう日々取り組んでいただいているところでございます。徳島中央広

域連合消防本部における救急車両につきましては、昭和４７年に阿北消防組合東消防署に

１台の救急車から運用を開始しまして、救急要請の増加に伴いまして、昭和５１年に中消

防署と、平成３年に西消防署にそれぞれ１台配置し、各消防署１台の３台体制となってお

ります。救急車の配置基準につきましては、総務省消防庁の消防力の整備指針によりまし

て、人口１０万人以下の市町村にありましては、おおむね人口２万人ごとに１台を基準と

し、当該市町村の昼間の人口、高齢化の状況、救急業務に係る出動の状況等を勘案した数

とされているところでございます。 

 徳島中央広域連合管内では、令和３年４月１日現在の人口は７万６，３２４人でござい
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まして、救急車は３台でございますので、２万５，４４１人に１台と、配置基準を下回る

状況にございます。以前より、高齢者人口の増加や軽症者の利用などによりまして救急要

請件数が増える中、救急車両の増車については早急に対応すべき課題でございました。令

和２年６月、徳島中央広域連合臨時会並びに令和２年９月徳島中央広域連合定例会におき

まして、日勤救急隊の創設に関しまして提案され、ご理解をいただいたものでございま

す。日勤救急につきましては、令和４年４月からの運用に向けまして、必要となる職員５

名を令和３年４月１日付で新規採用をするとともに、具体的な調整作業を行っているとこ

ろでございます。西消防署への救急車の配置につきましては、令和３年９月２８日開催の

令和３年９月徳島中央広域連合定例会におきまして、原井連合長より、川人議員をはじめ

阿波市４名、吉野川市４名の広域連合議会議員に説明をされております。この内容につき

ましては、救急車の出動回数、また現場到着までの所要時間などを検証するとともに、市

民の皆様の目線に立ち、いち早く現場へ到着し、安全・安心を提供することを最優先に考

慮した結果、西消防署に配置することがより効果的であると判断したとのことでございま

した。 

 さらに、現在中消防署が管轄しております市場町大俣地区、大俣、上喜来、日開谷、犬

墓、大影を、西消防署の出動区域に加えることで、中消防署の負担軽減はもとより、両市

にまたがる効果的な運用が図られまして、ひいては徳島中央広域連合管内全域における救

急対応の迅速化など、あらゆる相乗効果が期待できるものと考えると説明をされておりま

す。この連合議会が開催される８月上旬に、この説明を私もいただけましたので了承した

ところでございます。 

 以上、ご答弁とします。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） ただいまご答弁がありましたように、救急車の搬送先は鴨島町

の吉野川医療センターが大半で、鴨島町、徳島市方面に運行し、阿波町林から東に向かっ

ていることが数字に表れております。このことは、山川町の西消防署に救急車を配置した

場合、阿波市に駆けつける時間が無駄になり、効果が半減します。市民の命を守る行政を

軽んじるのはいかがかと思います。一方、阿波町林の市民は、救命救急のサービスを可能

な限り等しく受ける権利を有しています。したがいまして、救急車の配置は阿波町林に常

駐していくことが最大の効果を発揮します。 

 そこで、阿波町林に西消防署の出張所を造ることを提案します。市長のお考えを伺いま
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す。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 川人議員の一般質問、救急車の配置、運行についての再問、阿波

町林に西消防署の出張所を造ってはについて答弁をいたします。 

 川人議員には、平成２９年第３回阿波市議会定例会の一般質問におきまして、中消防署

に１台の救急車を追加配備して、２台とするよう提案をいただいております。今回のご質

問は、阿波町林に西消防署の出張所を造ってはとの提案をいただいておるところでござい

ます。このたびの西消防署への救急車の配置につきましては、徳島中央広域連合消防本部

において、先ほども申しましたように、救急車の出動回数や現場到着までの所要時間など

が検証され、さらに西消防署管内から東方面への医療機関へ搬送する場合の往復の所要時

間が多くかかることから、１台を追加配備し、補うものと説明されております。なお、阿

波町林地区に西消防署の出張所を造ることのご提案につきましては、出張所の建設費用や

運営費等を伴いますので、将来的な負担額や将来にかかる財源の確保、また阿波町以外で

救急車の到着に時間がかかる地域等十分研究する必要がございます。この業務は広域行政

で行っていることから、本市のみの判断ではできないため、今後徳島中央広域連合消防本

部や、吉野川市と本市の関係者で組織します徳島中央広域連合幹事会等を経て協議してま

いりたいと考えております。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） ただいまご説明いただきましたけれども、今後とも高齢化率は

高くなる傾向にあります。救命救急に依存する人が増えてくる、こういうことになりはし

ないかと思うわけなんです。 

 そこで、人命に関わる政策は幹事会で協議するとか、そういうことを言わんと、積極的

に市長が動いていただいて支署を造るなり、そういうサービスが行き届くような対応策を

お考えいただけたらと思いますんで、市長、スピーディーに対応していただくようよろし

くお願いします。 

 これで第１問を終わります。 

 第２問は、本市最大の懸案となっている新しいごみ処理施設の建設についてです。 

 新ごみ処理施設に阿波市とほぼ同時期に取り組み始めた吉野川市は、用地買収、生活環

境影響調査などを終了し、今月中に入札公告を行う予定と伺っています。 

 そこで、吉野川市の進捗状況と比較して、本市の大幅な遅れを検証したいと考えます。 
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 第１は処理方式です。 

 吉野川市はストーカー式による焼却処分方式です。全国大半の自治体で採用しているオ

ーソドックスな方式です。阿波市はトンネルコンポストによる燃料化方式です。低コスト

で処理でき、環境に優しいと市長のリーダーシップで採用を決めました。しかし、固形燃

料化したごみの引渡し先、販売先の確保等が極めて難しいので、各市町村は敬遠していま

す。 

 第２は推進体制です。 

 吉野川市は所管する組織を設置し、調査研究を進めるとともに議会に情報を開示、特に

県内外の有識者、専門家の方々３名が参画した新しいごみ処理建設事業に関する各種委員

会を立ち上げ、アドバイスを受けたことが功を奏したようです。その結果、設計、施工、

運営までを一括発注する公設民営方式を採用して、入札の準備に至っております。設計建

設費は５９億７，５００万円をめどにしています。阿波市は、一昨年４月に中央広域環境

施設組合の中に施設整備局を設置、しかし燃料化方式のノウハウを持つ職員、プロジェク

トの経験を持つ職員はゼロで、言わば素人同然の寄せ集めです。なぜ、技術アドバイザー

の確保を怠ったのか悔やまれます。吉野川市の新ごみ処理施設は、２年半後に完成すると

伺っています。阿波市、板野町、上板町の施設は相当遅れそうです。したがって、この間

の吉野川市の毎年の管理費の負担分６億５，０００万円、この管理費は吉野川市のごみが

抜けるといってもそんなには減ることはないと考えられます。その６億５，０００万円は

本市が負担せざるを得なくなります。財政計画に多大なダメージを与えることが予想さ

れ、非常に重たいことになってきそうです。 

 いずれにしても、藤井市長が一議員の提言をうのみにして、燃料化方式を採用したこと

が全ての始まりです。一般的な燃料化方式は、会計検査院の調査によりますと、ごみを直

接燃焼するよりも住民の同意が比較的得られやすいこと等により導入されております。し

かし、固形燃料の品質、引渡し先、運営の収支等について十分な検討が行えなかったた

め、運営に支障を来し、休止しているごみ処理施設が散見されます。私は、十分な検討を

しないまま燃料化方式を採用したことに、新田次郎の書き下ろした小説「八甲田山死の彷

徨」とダブって記憶によみがえります。粗筋は、リーダーが進路判断を誤り、多くの部下

を道連れに遭難し、死亡したという内容です。 

 それでは、具体的な課題について順次質問してまいります。 

 １点目は、原点に返るという意味で、燃料化方式を決定した根拠を改めて伺います。 
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 ２点目の事業費については割愛します。 

 ３点目は、固形燃料の１日当たりの排出する総量を伺います。阿波市、上板町、板野町

で収集するごみは、日量７０トン、トンネルコンポストで発酵、乾燥させますと３０トン

に減量になります。しかし、固形燃料化し、有機物とするために、三豊市ではプラスチッ

クを混ぜ合わせています。その割合及びプラスチック量を勘案し、阿波市、板野町、上板

町の総排出量は何トンを想定していますか。 

 ４点目は、建設候補地である阿波町東長峰の周辺住民が心配する排水対策と砂防指定地

域の開発について、どのような安全対策を講じるのか説明を求めます。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 川人議員の一般質問の２問目、新ごみ処理施設の建設につい

て複数のご質問をいただいておりますので、順次答弁をさせていただきますが、先ほどの

議員のご質問の中にありました、市長が一議員の提言をうのみにして燃料化方式を採用し

たとのご発言につきましては、この処理方式は平成３１年度での新ごみ処理施設整備検討

会にて協議が行われまして、同年９月の検討会により燃料化方式が管理者に提案され、１

２月に正式決定したものであることを答弁の前にご報告させていただきます。 

 それでは、１点目の燃料化方式を決定した根拠はについてでございますが、これまで再

三答弁をさせていただいておりますが、令和７年８月稼働開始予定である新ごみ処理の処

理方式である燃料化方式については、阿波市、板野町、上板町の３市町による新ごみ処理

施設整備検討会において協議を重ね、処理方式を決定しております。この検討会におい

て、処理方式を検討するために新ごみ処理施設整備基本構想を策定し、ごみ処理方式選定

手順として決定した４つの基本方針、環境に優しい施設、経済性に優れた施設、循環型社

会の形成、推進に寄与する施設、安全・安心な施設に基づき、環境保全性、安全性、経済

性など７つの観点から、２８にわたる詳細な評価項目を国内で導入している１４の処理方

式の候補について、１０回にわたり協議を重ね、比較検討した結果、令和元年１２月２５

日開催の中央広域環境施設組合議会全員協議会で、燃料化方式の採用が決定をされており

ます。 

 ３点目の固形燃料の総排出量はについてでございますが、新ごみ処理施設では、三豊市

の処理方式とは違い、中央広域環境施設組合を構成する阿波市、板野町、上板町から排出

される可燃ごみだけを原料に用い、固形燃料を製造するため、外部からのプラスチック等

を混ぜる工程がございません。新ごみ処理施設での１日当たりの可燃ごみの処理量につい
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ては、平成３１年度新ごみ処理施設整備基本構想策定業務において算出し、１日約７０ト

ンと想定をしております。新ごみ処理施設の燃料化方式では、トンネルコンポスト内で微

生物の力により生ごみを分解し、紙やプラスチックを乾燥させます。微生物の力により減

量されるごみ量は約４０トンと想定しており、固形燃料として排出される量は約３０トン

となる見込みとしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 町田副市長。 

○副市長（町田寿人君） 川人議員の一般質問の２問目、新ごみ処理施設の建設について

の４点目、排水対策及び砂防指定地域の安全対策はについて答弁をさせていただきます。 

 中央広域環境施設組合では、新ごみ処理施設建設に向けて、最有力候補地の周辺自治会

８つに対しまして、現在まで複数回にわたり説明会の開催や協議を行っております。その

中で、川人議員お尋ねの排水対策及び建設候補地が砂防指定地域に隣接し、その安全対策

についてのご意見をいただいております。 

 最初に、排水対策について答弁いたしますと、砂防法に基づき１００年に一度の降雨確

率である１時間当たり約１２３ミリを想定し、防災調整池等を設置することにより、近隣

の安全対策に最大限に配慮する計画を策定しております。また、安全性が担保された盛土

構造と雨水対策を行うことで、土石流の発生要因を除去するということにしております。 

 次に、線状降水帯についても安全に維持管理され、雨水処理が適切に実施される安定計

算等を行ってまいります。そして、建設候補地の下流域には、市が管理する準用河川や徳

島県管理の河川もあり、それらの河川は全てではありませんが合流しており、本市並びに

徳島県との具体的協議や要望も実施していくこととしております。 

 次に、砂防指定地域の安全対策についてご説明申し上げますと、建設候補地東側に日吉

谷砂防指定地、また西側には長光寺谷砂防指定地が近接しております。現在、徳島県県土

整備部等と開発協議の事前協議を行っており、今後も段階的に協議を重ねていく予定とし

ております。具体的には、盛土の傾斜勾配を一定以下に計画し、周辺地域の背後斜面の造

成を行わず、影響度を極めて抑制することとし、徳島県の許可をいただく予定としており

ます。 

 今後におきましても、建設候補地の周辺自治会の同意をいただけましたら、事業スケジ

ュールに支障を来さないよう、作業をさらに進めていきたいと考えております。そして、

新ごみ処理施設に向けた事業推進においては、周辺自治会の皆様のご意見に真摯に耳を傾
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け、ご理解をいただけるよう懇切丁寧に説明を重ねていくことが最も重要であると考えて

おります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） 部長の答弁の中でちょっと疑問に思うところがありますんで、

まず最初にお聞かせいただけたらと思います。 

 まず、新ごみ処理施設整備検討会ちゅうんがあるそうなんですけれども、その内容を説

明していただきたい。それから、新ごみ処理施設基本構想を策定しているそうですけれど

も、そういう資料を議会には提出していただいてないと私は記憶しております。こういう

重要な書類はその都度議会にも提供し、あるいは説明するんが普通の行政の相互理解でな

いですか。 

 それから、その４本柱の中で、経済性に優れた施設、安全・安心な施設と、こういうこ

とを４つの柱の２つに標榜しとんですけれども、燃料化方式は決して経済性に優れた施設

とは思わんし、安全な施設とも思わんのですけれども、そこいらはこれから順次質問の中

で明らかにしていきますけれども、そういうふうなものも多くの疑問があるので、後々質

問してまいります。答弁は検討会だけで結構です。それをしていけたらと思います。 

 それから、質問の中で、今まで固形燃料にはプラスチックを混ぜるということでずっと

進んできたと思うんですけれども、ただいまの答弁でプラスチックを混ぜないと重大な発

言に耳を疑いました。廃棄物の処理及び清掃に関する法律に照らして、これでは固形燃料

を有価物と言い続けるのは無理なんじゃないですか。大詰めの段階で迷走しています。な

ぜプラスチックを混ぜないと変更したんですか、その理由を町田副市長に伺います。私

は、燃料化方式の最大の課題は固形燃料が売れるかどうかにかかっていると思いますん

で、この点は非常に重視しております。 

 もう一つ驚いたことがあります。 

 今議会開会日に、新ごみ処理施設は公設民営方式を採用すると表明して、民間業者に設

計、運営、維持管理を一括して発注します。ところが、トンネルコンポストによる燃料化

方式は、特許権を持っている民間企業がいると伺っていますので、特定の事業者に著しく

有利になります。初めから受注業者を決定しているようなもので、なれ合いの関係です。

つまり、競争原理が働かないごみ処理価格になる可能性があります。折に触れて、特定業

者にキャスチングボートを握らせることになります。ごみ処理価格が割安ならば大義も立
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ちますが、今後に大きな課題を残します。経済性に優れて、安全・安心な施設とは言えま

せん。この指摘に対して、市長のご見解をお伺いします。 

 次に、固形燃料の販売先の確保ができないならば、本市のごみ処理は宙に浮きます。全

ての努力が水泡に帰します。私はこの問題を何度も質問しました。いつも答弁は、「間に

合わします」の一点張りで、具体的な進展がありません。ようやく前の議会で、明るい兆

しがあると答弁されました。しかし、微妙な問題なので答弁を差し控えると市当局の煮え

切らぬ態度で、先送り先送りです。さらに、付け加えておきます。固形燃料を持ち込まれ

る市町村は、自分たちのまちの誇りと面目にかけて、全力で阻止に動くことを念頭に置く

必要があります。 

 さて、プラスチックを混ぜないことで固形燃料の販売先の確保をより一層難しくしてし

まいましたが、藤井市長がまいた種です。率先垂範しなければ山は動けません。そこで、

市長ご自身が先頭に立って、企業や企業の立地する地方自治体を訪問し、固形燃料を売り

込んでいただけますか、ご答弁をお願いします。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 川人議員の一般質問２問目、新ごみ処理施設の建設について

の再問、新ごみ処理施設整備検討会の概要について私より答弁をさせていただきます。 

 令和７年８月稼働開始予定の新ごみ処理施設につきましては、平成３０年６月に、吉野

川市が現在広域で取り組んでいるごみ処理に関し、現施設の稼働期限である令和７年７月

末をもって脱退し、市単独でのごみ処理を行う方針を発表いたしました。吉野川市脱退の

発表を受け、令和７年８月以降の中央広域環境施設組合を構成することとなる阿波市、板

野町、上板町では、平成３０年８月２日に新ごみ処理施設整備検討会を発足し、同日に第

１回目の検討会を開催をしております。発足の際は、阿波市環境衛生課が事務局となって

おりましたが、令和２年４月１日からは中央広域環境施設組合施設整備局が事務局を務め

ております。発足時の新ごみ処理施設整備検討会は、各市町の副市長、副町長、各市町の

担当部長、課長、担当者、中央広域環境施設組合の計１３名で構成しておりましたが、令

和２年３月３０日開催の第９回新ごみ処理施設整備検討会からは、学識経験者の方にも構

成員としてご加入いただくなど、現在計１８名の構成となっております。新ごみ処理施設

整備検討会については、平成３０年８月２日に第１回、これまでに計２３回の検討会を開

催し、ごみ処理方式最有力候補地の選定、事業方式などについて主に協議を重ねておりま

す。 
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 今後につきましても、新ごみ処理施設整備検討会では、阿波市、板野町、上板町にお住

まいの住民の皆様の生活に必要不可欠となるごみ処理について、しっかりと取組の協議を

進めてまいりたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 町田副市長。 

○副市長（町田寿人君） 川人議員の一般質問２問目、新ごみ処理施設の建設についての

再問でございます３点目、固形燃料の排出量について、なぜプラスチックは混ぜないと変

更したのですかについて答弁させていただきます。 

 令和７年８月稼働予定の新ごみ処理施設建設に関しての財源につきましては、現在稼働

の施設と同様、国庫補助金や交付金等を、後年度に普通交付税算入のある有利な地方債を

活用することが、３市町で構成する新ごみ処理施設検討会で確認がなされました。その

後、今年度に入り環境省所管の循環型社会形成交付金を活用するため、代表的な運営方式

である公設公営、公設民営、民設民営方式などの各種方式により採択要件を定めており、

公設公営、公設民営においては、施設内で固形燃料として製品化まで行う運用が必要であ

ることが明確化されました。この結果、３市町の財政負担を抑制するため固形燃料を製品

化することとし、東長峰自治会をはじめとする８周辺自治会の皆様に対しまして、令和３

年７月に開催させていただきました地元説明会において、具体的に新ごみ処理施設の最終

工程での製品化についてご説明し、疑問点について丁寧に回答させていただいたところで

あります。このため、新ごみ処理施設において、現行の廃棄物の処理及び清掃に関する法

律における家庭から排出される一般廃棄物を中心に、プラスチック等は加えず、固形燃料

を製品化することとしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 川人議員の一般質問２問目、新ごみ処理施設の建設についての５

点目、市長自ら固形燃料の売り込みに奔走するかについて複数の再問をいただいておりま

すので、順次答弁をさせていただきます。 

 １点目の公設民営方式に隘路があるか、市長はどういう見解かについてでございます

が、令和７年８月稼働予定である新ごみ処理施設の事業方式については、３市町で構成す

る新ごみ処理施設整備検討会におきまして、新ごみ処理施設周辺にお住まいの皆様の安全

や安心、経済性、効率性、財政負担などを考慮し、慎重に検討した結果、施設の事業方式
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につきましては公設民営方式を採用することが望ましいとの報告を受け、２月８日に開催

されました中央広域環境施設組合議会において報告をさせていただいたところでございま

す。令和３年度ごみ燃料化施設の整備に係る事業方式等検討業務によりますと、近年の一

般廃棄物処理施設関連の事業方式別採用の傾向は、公設民営方式の採用が最も多くなって

おります。県内におきましても、平成２６年４月に阿南市、また議員おっしゃったとお

り、令和７年８月に吉野川市も公設民営方式で行う予定としております。民設民営方式

は、民間業者に施設の設計、建設と運営、維持管理を一括で担わせる方式でございまし

て、事業期間における施設の性能の確保を条件として課すことで、長期間にわたる運営、

維持管理を見通した施設設計、建設が図られます。さらに、運営、維持管理の手法につい

ても、民間事業者等に一任することで業務の効率化が図られ、行政の事業全体コストの削

減効果が発揮されます。これらのことから、本事業については公設民営方式を採用するこ

とが最も望ましいと考えております。 

 また、公設民営方式での事業発注については、令和４年度新ごみ処理施設整備基本計画

策定業務において、基本計画策定後、総合評価落札方式での入札を予定しております。総

合評価落札方式は、一般競争による契約に関する公告を行い、入札価格に加え、性能、機

能及び提案を総合的に評価し、発注者にとって最も有利な者を落札とするものでございま

す。中央広域環境施設組合としましては、総合評価方式での入札を実施する際には、全国

に広く募集を行い、市場原理を生かした競争が行われるよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 ２点目の市長自ら固形燃料の売り込みに奔走するかについてでございますが、令和７年

８月稼働開始予定の新ごみ処理施設の処理方法である燃料化方式につきましては、近年の

環境問題への取組となる脱炭素社会の実現に向けた取組でございまして、令和３年４月６

日に開催された環境省の中央環境審議会循環型社会部会で、２０５０年カーボンニュート

ラルに向けた資源循環分野からの地域循環共生圏モデルとして提案されるなど、環境保全

性に非常に優れている処理方式となっております。また、新ごみ処理施設で製造する固形

燃料は、民間企業が石炭の代替品として使用した場合、約３３％もの温室効果ガスを削減

でき、２０１５年に国連で採択されたＳＤＧｓにも貢献し、持続可能な社会形成に貢献で

きるものであると考えております。 

 新ごみ処理施設建設における話題となっております固形燃料の受入先についてでござい

ますが、令和３年第３回阿波市議会、志政クラブ笠井一司議員の代表質問にも答弁させて
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いただいておりますが、中央広域環境施設組合で行っているごみ燃料化施設の整備に係る

事業方式等検討業務において、新ごみ処理施設で製品化する固形燃料の販路について調査

を行い、複数の企業訪問によって、固形燃料は受入れ可能であるとの回答をいただいてお

ります。なお、先ほど議員のご発言がございました中途半端な形の固形燃料との発言の意

図は分かりませんが、固形燃料は新ごみ処理施設で行政として責任を持って製品化するも

ので、中途半端な形のものではありませんので申し添えておきます。 

 また、新ごみ処理施設における固形燃料につきましては、廃棄物でなく、燃料化方式で

再資源化された製品となります。固形燃料の搬出先の企業が存在する自治体への了解につ

きましては、先進事例である三豊市及び県の担当者への確認も行っており、固形燃料の搬

出先の企業が存在する自治体への同意につきましては、不要であるとの回答をいただいて

おります。固形燃料の販売先確保につきましては、情報を整理し、相手先の企業との調整

を行った上で、新型コロナウイルスの感染状況等も考慮しながら、中央広域環境施設組合

の管理者として自ら直接企業を訪問し、販売促進を図ってまいります。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） 今、部長、副市長、市長からご答弁いただいたわけなんですけ

れども、まず部長の答弁で、新ごみ処理施設整備検討会なんですけれども、これに平成３

０年から……。失礼、第９回令和２年３月３０日開催のごみ処理検討委員会からは学識経

験者の方にもご参加いただいとると、こういうことでございます。学識経験者というの

は、こういう段階になってくると、技術アドバイザーとか実務的な指導をしていける方を

入れないと、これはあまり効果が上がらんのです。そういうことから見ますと、これは単

なる学識経験者を入れとるとおっしゃるけれども、内部組織と私は思いますよ。もう少

し、そういう燃料化方式をある程度実務的な知識を持った方を探して、そして入れんと、

これはなかなか最後まで持っていくのに苦労すると思いますよ。 

 それから、副市長にご答弁していただいたプラスチックを混ぜないという形なんですけ

れども、新ごみ処理施設検討会で十分議論していただきながら、チェックできずにここま

で来たと。そして、プラスチックを混ぜないに変更することは、ちょっとお粗末のような

感じがします。これでは、低品質の燃料で単なるごみを加工した固形燃料、乾燥と発酵し

ただけで、ごみはごみですよ。そういう形になるんではないかと思います。固形燃料の有

価物としての売り込みは非常に難しくなると思いますよ。 

 それから、市長にご答弁いただいた中で、総合評価方式で入札をしますと。広く募集を
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行い、市場原理を生かした競争が行われる、こういうことを目指しとんですけれども、こ

こには特許権があるかないかと。特許権のあることによって、入札仕様書の書き方が違う

てくると思うんですよ。だから、こういうふうなことがあれば、この特許権がどういう働

きをして、この入札にどういう効果を発揮するんかと、ここのところが肝腎になってくる

んではないかと思います。それから、今後ともよく検討していただけたらと思います。 

 それから、固形燃料の販路について調査を行って、受入れ可能性があるというて言われ

とるわけなんですけれども、これは受入れ可能性があるちゅうんは、プラスチックを入れ

ないという変更した後か前か、それは非常に重大な要因になると思うんですよ。それもこ

こでは問い詰めませんけれども、もしプラスチックを混ぜたような形で調査しとんであれ

ば、そういう可能性のあるところに早急に誠意を持って説明していただけたらと思いま

す。 

 それから、中途半端じゃないということ、市長は、しよったんで、その気持ちは分かり

ます。気持ちは分かりますけれども、持ち込まれる市町村の立場になったら何なこれは

と。ごみを加工して乾燥しただけでないかと。こんなんは中途半端でないというたって、

何と受け止めたらええんか分からんようなところがあるんで、ここいらも十分整理してい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 第３問は、ごみ施設の管理運営についてです。 

 まず１点目は、管理運営体制の全体像がどのようになるのかを説明を求めます。 

 次に、ごみ処理経費についてです。 

 燃料化方式は、処理コストが安価であると伺いましたが、根拠が全く分かりません。そ

こで、実勢価格はどうなっているのか調査してみました。ストーカー式による焼却処分を

行う吉野川市の場合は、日量トン当たり３万円から３万２，０００円程度を見込んでおり

ます。燃料化方式を採用している香川県三豊市の場合、全国平均よりも高い日量１トン当

たり３万９，０００円を要している。これは、運搬料が非常に近く、川之江の製紙会社に

持ち込んでおると聞いておりますので、非常に安い場合でもこれだけ、３万９，０００円

で全国平均より相当高いです。阿波市の場合だったらもうちょっと高くなるんと違います

か。 

 さらに、ごみ処理の工程です。吉野川市をはじめ全国大半の地方自治体が採用している

ストーカ式は、収集車で集めてきたごみをそのまま焼却炉に投入します、ざあっとね。と

ころが、三豊市の燃料化方式は、ごみ収集車で集めてきたごみを細かく粉砕し、トンネル
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コンポストで発酵、乾燥させ、プラスチックを混ぜ合わせて固形燃料化します。したがい

まして、破砕機、乾燥機等の各機械の購入や、稼働に要する電力、石油等の燃料費、修繕

等の維持管理費が高額になってきます。この一連の工程を、三豊市ではエコマスターに委

託しています。トン当たり２万４，８００円です。普通のごみ処理施設では不必要な無駄

金です。本市では、ごみ収集はもとより、固形燃料の販売先までのべらぼうな運搬料を加

えますと、とてつもない処理経費になると見込まれます。無駄金がねずみ算的に増えま

す。当初の低コストという説明と大きく乖離するのは詐欺行為です。市長、副市長は、い

つも最少の経費で最大の効果を上げると言いますが、ごみ処理は市民の血税の垂れ流しじ

ゃないですか。吉野川市に愛想を尽かされて、中央広域環境施設組合から脱退したのは当

然の成り行きです。 

 引き続き質問します。 

 ２点目は、管理運営費は人件費、管理委託費、業務費、点検補修等に分けて算出し、そ

れでごみを割り算すれば出てくるわけなんですけれども、そこらの計算をせんと出てきた

数字はあんまり当てになりません。 

 ３点目は、固形燃料のトン当たり売却額運搬費用をお示しします。 

 このごみ１トン当たりの売却額は、一番安いところではトン当たり１０円というところ

もあるんですよ。それから、運送費を入れると相当多額の金が経費に流れるわけなんで

す。 

 ４点目は、トンネルコンポストによる燃料化方式は、全国的に１か所稼働していると伺

っています。処理単価は最初は安かったけれど、時間がたつとどんどん上がっていく可能

性があります。これを防ぐため、どのような対策を講じるお考えですか。 

 ５点目は、株式会社エコマスターは、小規模なベンチャー企業と伺っていますが、建設

面でも運営面でも三豊市の燃料化方式の中核を担っています。そこで、株式会社エコマス

ターの会社概要について説明を求めます。まず、設立年月、資本金、従業員数を示してく

ださい。次に、分かる範囲で総資本、自己資本、自己資本比率、有利子負債が幾らになっ

ていますか。過去３年間の財務状況、今後の収支見通しについて伺います。また、トンネ

ルコンポストによる処理方式の特許権を持っていると伺っていますが、その内容を春木副

市長にお伺いします。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 川人議員の一般質問の３問目、新ごみ処理施設の管理運営に
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ついて複数のご質問をいただいておりますので、順次答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の管理運営体制の全体像はどうなっているかについてでございますが、令

和７年８月稼働開始予定の新ごみ処理施設につきましては、施設整備推進に資するための

最適な処理方式、施設整備内容、施設整備スケジュール等の基本事項、方針等を検討する

ため、令和２年３月に新ごみ処理施設整備基本構想を策定しております。この策定した基

本構想の中で、議員ご質問の管理運営体制について、ごみ分別計画、排出方法等、中間処

理、最終処分等をまとめさせていただいております。運営維持管理体制の概要といたしま

しては、令和７年８月より、中央広域環境施設組合を構成することとなる阿波市、板野

町、上板町より排出される廃棄物は、直営または外部委託にて収集運搬を行い、可燃ごみ

及び粗大ごみの処理は、新ごみ処理施設で処理を行うこととなっております。廃棄物の処

理を行う新ごみ処理施設の運営方式につきましては、設計、施工、運営を事業者に一括し

て発注し、コストを削減する公設民営ＤＢＯ方式の採用を決定し、今月８日開催の令和４

年第１回中央広域環境施設組合議会定例会において報告をさせていただいております。 

 ２点目の運営管理費を事項別に積み上げて、日量トン当たりの費用を伺うについてでご

ざいますが、新ごみ処理施設は公設民営方式を採用することが決定しておりますが、議員

ご質問の運営管理費については、新ごみ処理施設の稼働開始までに、３市町で構成する新

ごみ処理施設整備検討会において、最適な運営管理費について協議を行ってまいります。

日量トン当たり費用については、中央広域環境施設組合が実施した令和３年度新ごみ処理

施設整備に係る事業方式等検討業務において調査が行われ、事項別で申し上げますと、人

件費約７，７００万円から９，０００万円、施設維持管理費約３億５，０００万円から４

億円、１トン当たりの処理費用に換算いたしますと、約２万５，０００円から２万８，５

００円になるとの報告を受けております。 

 ３点目の固形燃料の売却利益は幾らかについてございますが、課題となっております固

形燃料の流通先については、令和３年度ごみ燃料化施設整備に係る事業方式等検討業務に

おいて調査を行っており、受入れ可能であるとの前向きな回答をいただいてる企業もある

とのことから、今後相手先の企業と調整の上、新型コロナウイルスの感染状況等も考慮し

ながら直接企業訪問を行うなど、課題解決に向けて協議を行わせていただきます。固形燃

料の売却利益については、今後流通先となる民間企業との協議において、社会経済の動向

を踏まえ決定をいたしますが、できるだけ高い金額での売却が行えるよう協議を行わせて

いただきたいと考えております。また、運搬費については、流通先となる民間企業が決定
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し、搬入を指定する場所が確定いたしましたら、詳細な運賃が判明するものと考えており

ます。新ごみ処理施設での固形燃料の売却利益、運搬費について、流通先となる民間企業

との協議が調い次第、中央広域環境施設組合議会、本市議会に報告を行わせていただきま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 春木副市長。 

○副市長（春木尚登君） 川人議員の一般質問の３問目、新ごみ処理施設の管理運営につ

いての４点目と５点目について答弁をさせていただきます。 

 まず、４点目のごみ処理単価が安定するための対策を伺うについてでございますが、燃

料化方式で処理を行う新ごみ処理施設での処理単価については、他の処理方式より低コス

トとなることから、処理単価については１トン当たり２万５，０００円から２万８，５０

０円と想定しております。また、新ごみ処理施設の運営方式については、設計、施工、運

営を事業者に一括発注してコストを削減する公設民営ＤＢＯ方式の運用となることから、

運用期間中の処理単価の上昇はないものと考えております。公設民営ＤＢＯ方式の特徴と

いたしまして、長期間にわたる運営、維持管理を見通した設計……。失礼しました、施設

設計、建設が図られ、民間事業者に一任することで業務の効率化が図られ、行政の事業全

体のコスト削減効果が期待できます。設計、施工、運営の詳細につきましては、３市町で

構成する新ごみ処理施設整備検討会において協議を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、５点目の株式会社エコマスターの会社概要はについてでございますが、新ごみ処

理施設の管理運営に当たる企業につきましては、現時点で募集もかけておらず、決定もし

ていないことから、その概要を含め、総資本、自己資本、自己資本比率、有利子負債、今

後の収支見通し等の財務内容につきましても、現時点において一企業についての答弁は控

えさせていただきます。公設民営ＤＢＯ方式での運用に当たり、運営を行うこととなる企

業の経営審査を行いますので、その時点で参画することとなる企業につきましては、ご説

明できるようになるものと考えております。 

 トンネルコンポストによる処理方式の特許権につきましては、特許庁のホームページに

て公開をされております。特許番号、特許第５６４９６９７号でございまして、発明の名

称は都市ごみのリサイクルプラント、特許公報発行日平成２７年１月７日となっておりま

す。まず、発明の詳細の技術分野として、家庭や事業所等から排出される廃棄物を資源化

して、例えば固形燃料や堆肥等を製造する都市ごみのリサイクルプラントに関するとの説
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明となっております。その処理方式でございますが、比較的簡単な構成により、比較的大

量の廃棄物を乾燥及び脱臭できて、容易に大型化できる都市ごみのリサイクルプラントを

提供するために、前処理ライン、木質材製造ライン、混合ライン、発酵乾燥ライン、選別

ライン、塩ビ除去ライン、ＲＰＦ製造ラインを備える。バイオトンネル式の発酵乾燥ライ

ンは、複数の発酵建屋と脱臭建屋を有する。発酵建屋の発酵室内に投入した廃棄物に、貯

水室の水を散布するとともに、発酵室の空気を送風機で貯水室に循環させる。発酵建屋の

発酵室の空気を送風機で脱臭装置の貯水室に導き、脱臭建屋の脱臭室に設置した３層の木

質チップ層を通過させて脱臭を行うという内容となっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） まず、部長のご答弁なんですけれども、最適な管理運営費で管

理運営が安くつくというような趣旨のご発言があったかと思うんですけれども、これは例

えばストーカ方式とか、それからあれがありますわね、燃料化方式とかあります。その中

で、部長のお答えになっとんは、燃料化方式を想定したような答弁に思えたんですけれど

も、それはどういう形のものを想定したかということを教えてほしいわけなんです。ちゅ

うんは、三豊でしとんは３万９，０００円ですね、トン当たり。吉野川市が３万円から３

万２，０００円なんです。また、そう考えてますと、こんなに安いような価格でなかなか

できんのでないかいなと思うわけなんですよ。疑問点はほこらにあるんで、説明は後でも

いいですけれども、燃料化方式の枠内でしとんかどうかというところだけちょっとお答え

いただいたらと思います。 

 それから、燃料化方式ちゅうんは、繰り返して説明しますけれども、固形燃料の引渡し

先が不確実、あるいは運営の収支が分からないまま飛びついたというふうなところがある

んで、そういうことをあまり検討しなかったもんで、完成しても休止せざるを得ないと、

こういう施設がところどころにあるわけなんです。そういうところをしておりますんで、

今直ちにというのが難しかったら、後の委員会のときまでに分かる範囲で勉強していただ

いたらと思います。 

 それから、春木副市長にご答弁いただいたんですけれども、処理単価、これを２万５，

０００円から２万８，５００円というとんですけれども、これは全体の３０トンのごみの

処理費、それを割ることの修繕費だとか業務費だとか、それからあと何がありますかね、

そういうふうな積み上げの額で割った額になるはずなんですよね、人件費とかも含めて。
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それがいきなり２万５，０００円から２万８，５００円って、こんな乱暴な答えは、春木

さん、あんたの答弁はちょっと上から目線で答弁しとるようなところがあって、非常に不

愉快です。もう少し誠意を持って答弁するのが当たり前ですよ。そこをまず１点注意しと

きます。 

 それから、処理単価の上昇はないものと考える。ないものと考えたって、相手企業が潰

れたりそういうふうに運営していけんて言うたとなったら、そう考えとっただけであかん

じゃないですか。答弁にいっちょもなっとらんですよ。そういうところで、私には非常に

不満な点があります。 

 それから、エコマスターには議会も視察に行っております。それから、周辺住民も行っ

ております。そこの企業は、例えば設立年月日とか従業員数とか資本金、これぐらいのこ

とは分かるんじゃないんかいなと思うんですけれども、こんなんはご説明できん、今のと

ころ答弁できないという考えを出しとんですけども、そういうところもあんたは乱暴です

よ。こんだけ言うんですけれど、問い合わせはしたけれどもあかなんだちゅうんだった

ら、相手先との交渉の結果こういうふうになりましたと、そういうことを言うべきじゃな

いんですか。一言でぱたっと言って、頭から決めつけたような言い方は非常に納得し難い

というところがあります。 

 それから、トンネルコンポストで、こんな特許第何号とか、そんなことは私は答弁に求

めとらんのです。こういう分を、特許を持っとる企業が入札にどういう効能を発揮するん

かと。ここのところが知りたいのに、ここの分析がいっちょもできとらん。具体的に分か

らんのですよ。そういうところを今後ともしてほしいなと思います。 

 それから、再問します。 

 本市のごみ処理は未来永劫続きますが、例えば株式会社エコマスターは一般企業ですの

で、もうからなければ倒産します。２０年、３０年先まで倒産しない保証はありますか。

さらに、倒産してもごみ処理は継続できますか。市長にご説明願います。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 川人議員の一般質問３問目、新ごみ処理施設の管理運営について

の再問、管理運営会社が万一倒産してもごみ処理は継続できるかについてでございます

が、本年度行ったごみ燃料化施設の整備に係る事業方式等検討業務において、事業への参

入意向調査を行っておりますが、その調査結果によると、事業参入に意向を示している民

間事業者があるとの報告を受けております。事業参入に意向を示していただいた理由とし
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て、事業を受注して安定的な利益が見込まれる、市場の拡大が見込まれるなど、民間事業

者として経営が成り立つものと判断していると考えております。新ごみ処理施設では、公

設民営ＤＢＯ方式を採用し、運営については事業入札の形により事業者を決定することに

なり、その事業運営については、令和４年度に新ごみ処理施設整備基本計画策定業務を実

施し、その業務の中で事前にリスクを考慮するため、公共と民間のリスク分担を検討して

まいります。 

 また、運営に当たり、モニタリングによる事業監視、評価、検証、改善が重要となるこ

とから、民間事業者の財務内容については、毎年度中央広域環境施設組合において経営審

査を行うことで、民間事業者の事由による債務不履行、契約破棄などのリスク回避に努

め、経営審査の状況によっては合併や事業譲渡など企業再編の努力を行うよう指導してま

いりたいと考えております。廃棄物処理法では、市町村はその区域内における一般廃棄物

を生活環境の保全上、支障が生じないうちに処分を行う必要があると定めております。ご

み処理は自治体の責務であることから、市民の皆様に対しましてご迷惑をおかけすること

のないよう努めてまいります。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） 今市長のご答弁から、経営破棄などのリスク回避に努め、経営

審査の状況によっては、合併や事業譲渡など企業再編の努力を行うよう指導してまいりた

いと、こういうご答弁があったわけなんですけれども、これを実際に行うとなると極めて

難しいことと思います。これが必ずしも指導に従わん場合だってでけてくるけんね。こう

いうときのこともやっぱりお考えになっていただけたらと思いますんで、ひとつそういう

会社法とか、そういう方の専門家とお会いして、今後はこれから入札のときには専門家の

経営診断を受けるなどして、民間事業が相手ですので、慎重の上にも慎重にやっていただ

けたらと思います。 

 再々問を行います。 

 燃料化方式の厳しい現実に目を向けることなく、手詰まりの状態のままのめり込んでい

ると受け止めます。しかし、現状を冷静に見てますと、全体スケジュールは吉野川市の進

捗状況や地元との立ち退き約束期限に対してどか遅れ。ごみ処理経費は全国平均をはるか

に超えて上昇する、これは運搬費が高額になると思いますんでね。管理運営でもベンチャ

ー企業が中核となる可能性が高い。阿波市と当該企業が一蓮託生になるかと思うと、非常

に複雑な気持ちです。永続性に黄色信号が点滅しています。これでは事業として成り立た
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なくなる懸念があります。私が最も恐れるのは、最初の軽々な事業方針を面目にかけて正

当化し、つじつまを合わせるために打つ手打つ手が深みにはまっていくことです。今回の

質問を通して、トンネルコンポストによる燃料化方式はリスクが多く、ごみ処理価格の高

騰を招くおそれがあること、新ごみ処理施設検討会、市当局の詰めの甘さが痛切に伝わっ

てきます。本市のみならず、板野町、上板町を不安に引きずり込みます。 

 そこで、今後どう決着をつけていくのかお伺いします。 

○議長（松村幸治君） 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 川人議員の一般質問３問目、新ごみ処理施設の管理運営について

の再々問、新ごみ処理に今後どう決着をつけるのかについてでございますが、令和７年８

月稼働開始予定の新ごみ処理施設につきましては、３市町で構成する新ごみ処理施設整備

検討会におきまして、１４の処理方式の候補について１０回にわたり協議を重ね、比較検

討した結果、令和元年１２月２５日の中央広域環境施設組合全員協議会で、燃料化方式の

採用が正式に決定されております。この燃料化方式の特徴は、他の処理方式と比較しまし

て低コストであること、施設内で火を使わないためダイオキシン類が発生しないこと、温

室効果ガスの削減に優れていることなどが上げられます。特に、温室効果ガスの削減につ

きましては、令和３年４月６日に、環境省の中央環境審議会循環型社会部会で、２０５０

年カーボンニュートラルに向けた廃棄物分野の脱炭素対策について審議が行われ、資源循

環分野からの地域循環共生圏モデルとして提案されるなど、環境保全性に非常に優れてい

る方式となっております。新ごみ処理施設で製造する固形燃料は、民間企業が石炭の代替

品として使用した場合、約３３％もの温室効果ガスを削減でき、２０１５年に国連で採択

されたＳＤＧｓにも貢献し、国が掲げた２０５０年カーボンニュートラルに合致するもの

と認識をしております。 

 今、日本を含めた世界は、脱炭素社会に向けた方向へ大きく動き始めております。本市

といたしましても、脱炭素社会の実現に向け、新しいごみ処理方式に果敢にチャレンジ

し、環境問題、特に温室効果ガスの削減について全力で取り組んでいくことが市長として

の責任であると考えております。新ごみ処理施設につきましては、令和７年８月稼働に向

けてしっかりと取り組んでまいります。 

 なお、今まで川人議員からはこの施策についていろいろな叱咤激励のご意見をいただき

ました。これをしっかりと受けとめまして、しっかりと大きく育て、大きな花が咲くよう

尽力してまいります。また、発言の中で、阿波市、板野町、上板町の施設は相当遅れそう
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ですとの発言がございました。コロナ禍の中での地元との調整の中で、２回ほど説明会が

コロナ禍の中で中止されたところでございますけども、今のところ順調に予定の範囲内で

推移しておりますので、よろしくお願いしたいと思います。いろいろ叱咤激励ありがとう

ございました。 

○議長（松村幸治君） 川人敏男君。 

○１０番（川人敏男君） 今までのごみの説明の中で、検討会議とか、検討会議の調査を

もってとか、そういうふうなことが非常に多かったんで、これかもらまだ協議とか交渉と

か、そういうんが続くと思いますが、もうあまりくどくど言いませんけれども、精魂込め

て取り組んでいただけるようによろしくお願いします。 

 私も最後になりましたので、総括したいと思います。 

 国民負担率という統計数字によりますと、平成３０年度の実績では、個人所得課税、消

費課税等の税負担率は２５．４％、国民健康保険、介護保険等の社会保障負担率は１８．

９％で、合計して国民負担率は４４．３％まで上昇しています。財政赤字も含む国民負担

率は、将来世代の負担としてさらに高い数字となります。少し乱暴ですが、分かりやすく

個人に置き換えてみますと、１０万円の収入があれば、義務的な負担として４万４，３０

０円が個人負担となっています。義務的な経費が５割に近づいており、行政の担う役割は

重要性を増しています。これに伴い、議員お一人お一人には、新ごみ処理施設建設問題を

はじめ、市政運営をチェックする本来の議員力が問われています。 

 最後に、阿波市の１０年後、２０年後は住みよくなっているでしょうかと問われます

と、首をかしげざるを得ません。それは、人材投資にトップの認識が乏しいからです。企

業では、新しい時代に向かって従業員の学び直しに力を入れています。美馬市や吉野川市

は、ＩＴ技術や建築士などの人材確保に貪欲です。時代の曲がり角にあっては、人材投資

の財産が生きてくると私は確信しています。今後は、４月からは市民の一人として阿波市

の将来を見守りたいと思います。どうもありがとうございました。これで全ての質問を終

わります。 

○議長（松村幸治君） これで１０番川人敏男君の一般質問が終了いたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第 ２ 議案第 １号 令和３年度阿波市一般会計補正予算（第９号）について 

  日程第 ３ 議案第 ２号 令和３年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

               号）について 
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  日程第 ４ 議案第 ３号 令和３年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

               について 

  日程第 ５ 議案第 ４号 令和３年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算 

               （第２号）について 

  日程第 ６ 議案第 ５号 令和４年度阿波市一般会計予算について 

  日程第 ７ 議案第 ６号 令和４年度阿波市御所財産区特別会計予算について 

  日程第 ８ 議案第 ７号 令和４年度阿波市国民健康保険特別会計予算について 

  日程第 ９ 議案第 ８号 令和４年度阿波市後期高齢者医療特別会計予算について 

  日程第１０ 議案第 ９号 令和４年度阿波市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

               について 

  日程第１１ 議案第１０号 令和４年度阿波市介護保険特別会計予算について 

  日程第１２ 議案第１１号 令和４年度阿波市農業集落排水事業特別会計予算につい 

               て 

  日程第１３ 議案第１２号 阿波市水道事業会計予算について 

  日程第１４ 議案第１３号 阿波市森林環境譲与税基金条例の制定について 

  日程第１５ 議案第１４号 犬墓財産区管理会条例の制定について 

  日程第１６ 議案第１５号 阿波市住民集会施設設置条例の一部改正について 

  日程第１７ 議案第１６号 阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

               に関する条例の一部改正について 

  日程第１８ 議案第１７号 阿波っ子条例の制定について 

  日程第１９ 議案第１８号 阿波市飲料水供給施設の設置等に関する条例の一部改正 

               について 

  日程第２０ 議案第１９号 吉野庄境集会所の指定管理者の指定について 

  日程第２１ 議案第２０号 第２次阿波市総合計画基本構想の変更について 

  日程第２２ 議案第２１号 阿波市道路線の認定について 

  日程第２３ 議案第２２号 阿波市道路線の変更について 

○議長（松村幸治君） 次に、日程第２、議案第１号令和３年度阿波市一般会計補正予算

（第９号）についてから日程第２３、議案第２２号阿波市道路線の変更についてまでの計

２２件を一括議題といたします。 

 これより議案に対する質疑を行いますが、通告がありませんので、質疑なしと認め、質
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疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第１号から議案第２２号までについては、会議規則

第３７条第１項の規定により、お手元に配付いたしてあります議案付託表のとおりそれぞ

れ所管の常任委員会に付託いたします。 

 各常任委員会におかれましては、第１回阿波市議会定例会日割り表に基づいて委員会を

開催され、付託案件について審査されますようお願いをいたします。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後３時０６分 休憩 

            午後４時０２分 再開 

○議長（松村幸治君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま市長から追加議案として、お手元に配付のとおり、議案第２３号令和３年度阿

波市一般会計補正予算（第１０号）について及び議案第２４号阿波市国民健康保険税条例

の一部改正についての議案２件が提出されました。 

 お諮りいたします。 

 以上２件を日程に追加し、追加日程第１及び追加日程第２を直ちに議題といたしたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松村幸治君） ご異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  追加日程第１ 議案第２３号 令和３年度阿波市一般会計補正予算（第１０号）につ 

                いて 

  追加日程第２ 議案第２４号 阿波市国民健康保険税条例の一部改正について 

○議長（松村幸治君） 追加日程第１、議案第２３号令和３年度阿波市一般会計補正予算

（第１０号）について及び追加日程第２、議案第２４号阿波市国民健康保険税条例の一部

改正についての計２件を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 本日追加提案いたしております議案について提案理由の説明を申

し上げます。 

 追加提案しております議案第２３号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第１０号）に
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つきましては、追加補正予算額４５０万円でございます。国のコロナ克服・新時代開拓の

ための経済対策として、保育士や放課後児童クラブ支援員などの処遇改善を図るための保

育士等処遇改善臨時特例交付金事業でございます。 

 次に、議案第２４号阿波市国民健康保険税条例の一部改正につきましては、現在の経済

情勢及び国民健康保険の運営状況を勘案し、税率を見直すことや、全世代対応型の社会保

障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律等の公布に伴いまして、条例

の一部改正を行うものでございます。 

 この後、議案内容の詳細につきましては担当部長よりご説明申し上げますので、ご審議

の上、ご賛同いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただき

ます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（松村幸治君） 説明が終わりました。 

 次に、提出されております議案について補足説明を求めます。 

 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） それでは、本日追加提案をさせていただきます議案第２

３号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第１０号）について補足説明をさせていただき

ます。 

 令和３年度阿波市の一般会計補正予算（第１０号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４５０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２１２億８，０００万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年２月１８日提出、阿波市長。 

 この補正予算（第１０号）につきましては、昨年１２月に成立いたしました国の補正予

算（第１号）による保育、幼児教育の現場で働く人の処遇改善のため追加提案をさせてい

ただくものでございます。 

 それでは、歳入歳出予算について説明をさせていただきます。 

 初めに、歳入予算といたしまして、１０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 １５款２項国庫補助金４５０万円につきましては、保育士等処遇改善臨時特例交付金で

ございます。 

 次に、歳出予算について説明をさせていただきます。 
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 １２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 ３款３項児童福祉費４５０万円につきましては、報酬、給料等で保育士や放課後児童ク

ラブ支援員等を対象として、令和４年２月から収入を３％程度引き上げる措置を実施する

ものでございます。 

 以上、議案第２３号についての補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同い

ただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） それでは、本議会に追加提案をさせていただきます議案第２

４号阿波市国民健康保険税条例の一部改正について補足説明をさせていただきます。 

 議案第２４号をお願いいたします。 

 阿波市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和４年２月１８日提出、阿波市長。 

 今回の改正につきまして、徳島県国民健康保険運営方針では、市町村ごとの保険料水準

を表す標準保険料率の算定から資産割を除く方針であり、各市町村においても検討が求め

られていること並びに現在の経済情勢及び本市の国民健康保険運営の状況を勘案し、国民

健康保険税率の見直しを行います。 

 また、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法

律等の公布に伴い、未就学児に係る均等割の減額規定の新設並びに所要の規定の整備を行

います。 

 以上のことを目的として、条例の一部を改正するものでございます。 

 主な内容としましては、令和４年度の国民健康保険税の税率のうち、医療分の資産割で

現行の２３％から１２％に減額し、医療分の平等割で現行の２万５００円から２万円に減

額、支援金分の資産割で現行の７％から４％に減額、介護部分の資産割で現行の８％から

５％に減額する改正を行います。 

 また、国保に加入する未就学児を対象に、均等割額を一律に５割軽減します。低所得者

軽減が適用される世帯の未就学児については、当該軽減適用後の均等割額を５割軽減いた

します。施行日は令和４年４月１日です。 

 以上、議案第２４号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 補足説明が終わりました。 
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 これより追加日程第１、議案第２３号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第１０号）

について及び追加日程第２、議案第２４号阿波市国民健康保険税条例の一部改正について

の質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松村幸治君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第２３号及び議案第２４号については、会議規則第

３７条第１項の規定により、お手元に配付いたしてあります議案付託表のとおりそれぞれ

所管の常任委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、２月２１日は休会といたしたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松村幸治君） ご異議なしと認めます。よって、２月２１日は休会とすることに

決定いたしました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 次回の日程を報告します。 

 ２２日午前１０時から総務常任委員会、２４日午前１０時から文教厚生常任委員会、２

５日午前１０時から産業建設常任委員会です。 

 なお、次回の本会議は３月２日午前１０時再開をいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

            午後４時１２分 散会 


